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幽
玄
に
舞
う
」
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九
州
で
初
め
て「
長
湯
温
泉
療
養

文
化
館
御
前
湯
」と「
竹
田
市
直
入

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
」が
、

厚
生
労
働
省
が
定
め
る「
温
泉
利
用

型
健
康
増
進
施
設
」（
連
携
型
）に
認

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、「
長
湯
温

泉
療
養
文
化
館
御
前
湯
」内
に「
温
泉

利
用
相
談
室
」を
設
置
。
９
月
27
日

に
は
関
係
者
が
出
席
し
て
開
所

式
が
行
わ
れ
、
温
泉
新
時
代
の

幕
開
け
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

竹
田
市
独
自
の
取
り
組
み

　

竹
田
市
で
は
、
古
来
よ
り
温

浴
や
飲
泉
を
中
心
と
し
た「
湯

治
」が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
昭
和
６
年

に
九
州
帝
国
大
学

（
現
在
の
九
州
大
学
）

が
別
府
に
温
泉
治
療

学
研
究
所
を
設
置
し

た
の
を
機
に
全
国
で

温
泉
医
学
の
研
究

が
な
さ
れ
た
も
の
の
、

近
代
医
学
の
発
展
や

社
会
構
造
の
多
様
化

と
と
も
に
、「
湯
治
」

文
化
が
消
え
、
医
科

学
研
究
も
衰
退
、
現

在
単
な
る
温
泉
と
し

て
差
別
化
が
で
き
な

い
ま
ま
観
光
産
業
の

一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
竹
田
市
で
は

温
泉
療
養
を
実
践
し
て
い
る
ド

イ
ツ
国
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
市
と
の
都
市
間
交
流
を

通
じ「
予
防
医
療
と
健
康
づ
く

り
、
長
期
滞
在
に
よ
る
新
た
な

観
光
振
興
」の
取
り
組
み
を
学

び
、
平
成
23
年
度
か
ら
観
光
客

の
長
期
滞
在
誘
発
の
施
策
と
し

て
、
給
付
金
を
支
給
す
る「
温

泉
療
養
保
健
制
度
」を
独
自
に

開
始
。
同
時
に
市
が
推
奨
す
る

「
竹
田
式
湯
治
」と
合
わ
せ
利
用

者
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、
平
成

27
年
度
申
請
者
７
６
３
名
、
平

均
５
・
３
泊
の
仕
組
み
を
確
立

し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
温
泉
の
正
し
い
利
活
用

を
推
進
す
る
た
め
、
国
の
地
方

創
生
事
業
等
を
活
用
し
的
確
に

伝
え
教
え
る
専
門
性
の
高
い
有

資
格
者
の
人
材
育
成
及
び
確
保

に
努
め
て
い
ま
す
。
公
設
及
び

民
間
の
日
帰
り
温
泉
施
設
、
宿

泊
施
設
に「
温
泉
入
浴
指
導
員
」の
資

格
取
得
の
斡
旋
や
、
そ
の
上
級
資
格

で
あ
る「
温
泉
利
用
指
導
者
」を
育
成

し
、
現
在
、
温
泉
利
用
指
導
者
３

名
、
温
泉
入
浴
指
導
員
は
52
名
と
全

国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
、
ま
た
市
民
の
健

康
増
進
を
支
援
す
る
市
独
自
認
定
の

「
総
合
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」を
20
名

養
成
し
ま
し
た
。

九
州
初
の
認
可
施
設
に

  

「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設
」と

は
、
一
定
の
基
準
を
満
た
し
温
泉
を

利
用
し
た
健
康
づ
く
り
が
行
う
こ
と

が
で
き
る
施
設
で
、
全
国
に
22
施
設

あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
で
要
件
を
満

た
し
た
温
泉
療
養
を
行
う
と
、
施

設
の
利
用
料
金
や
施
設
ま
で
の
往

復
の
交
通
費
な
ど
に
つ
い
て
、
所

得
税
の
医
療
費
控
除（
最
高
限
度
額

２
０
０
万
円
）を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の「
温
泉
利
用
型
健
康

増
進
施
設
」は
、
同
じ
建
物
内
に
温

浴
施
設
と
運
動
施
設
が
あ
る
一
体
型
。

し
か
し
、
全
国
に
は
両
施
設
が
近
い

距
離
に
あ
り
、
連
携
し
て
利
活
用
で

き
る
温
泉
地
が
数
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
27
年
６
月
に
竹
田
市
な
ど

全
国
の
７
自
治
体
が
国
に
要
望
し
、

平
成
28
年
度
か
ら
要
件
が
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
竹
田
市
で
は
専
門

資
格
者
の
温
泉
利
用
指
導
者
や
健
康

運
動
指
導
士
、
保
健
師
ら
を
配
置
す

る
な
ど
、「
御
前
湯
」と「
竹
田
市
直

入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
」

が
連
携
し
た
施
設
と
し
て
申
請
。
７

月
に
温
泉
力
協
力
協
定
を
結
ん
で
い

る
北
海
道
・
豊
富
町
の
施
設
と
と
も

に
平
成
29
年
度（
第
１
期
）に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
温
泉
利
用
型
健
康
増
進

施
設
は
一
体
型
を
含
め
、
九
州
で
は

唯
一
の
認
定
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
９
月
１
日
か
ら
医
療
費

控
除
の
申
請
受
付
を
開
始
。
受
付
機

能
の
一
元
化
と
き
め
細
や
か
な
相

談
・
指
導
体
制
を
整
え
、
利
用
者
に

良
質
な
温
泉
療
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

温
泉
新
時
代
を
切
り
拓
く

温泉利用型健康増進施設（連携型） 認可で広がる未来

↑温泉利用相談室の開所を喜ぶ関係者の皆さん
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■今月の表紙

「幽玄に舞う」
　豊後大野市清川の御嶽流の流れ
をくむ城原神楽の起こりは1783年
とされ、古くは岡９座と呼ばれた
岡藩の神楽座の第一に挙げられて
いました。現在、城原神楽座に所
属する楽員は14名。数多くの神楽
大会に参加し、技能を磨いていま
す。
　城原地区に活気を呼び戻そうと
平成６年から始まった 「城原夜神
楽」は今年で24回目。ライトアップ
され幽玄の世界が広がった境内で
は、神々への祈りと五穀豊穣・家
内安全を願い、凛とした舞が披露
されました。

■撮影場所　城原八幡社
■題　　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

11月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前 月 比）
人　口　22,530　人（−   24人）
男　性　10,515　人（−   16人）
女　性　12,015　人（−      8人）
世帯数　10,419世帯（−１世帯）

※平成29年10月１日現在の住民基本台帳による

   2   温泉新時代を切り拓く
   4   竹田市予約型乗合タクシー「カモシカ号」

運行スタート
   5   国指定史跡岡城跡の魅力再発見
   6   和牛日本一  ４人に市民栄誉賞　ほか
   7   ２人の作家が最高賞獲得／私たち、地域

おこし協力隊です
   8   石本高雅さん、栄冠に輝く
   9   国民文化祭　竹田市ではどんなことをす

るの??
10   まちの出来事　
13   竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～　

ほか
14   竹田市のこよみ
16   たけたん情報
21   たけたん情報／誕生おめでとう
22   滞納整理を徹底しています
23   休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！

健康一直線
24   学び舎／人権シリーズぬくもり
25   図書館に行こう
26   市長コラム「有由有縁」
27   画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭　

紙上作品展
28   郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！

100歳
※今月号の「まるごと博物館」は休載します。

広報

温泉新時代を切り拓く

供
す
る
た
め
、
今
回「
温
泉
利
用
相

談
室
」を
設
置
。
関
係
者
約
40
名
が

出
席
し
施
設
の
開
所
を
祝
い
ま
し
た
。

温
泉
地
の
未
来
を
切
り
拓
く

　

竹
田
市
で
は
こ
の
経
験
値
を
生
か

し
な
が
ら
、
予
防
医
療
と
健
康
づ
く

り
の
観
点
を
取
り
入
れ
た
拠
点
と
し

て
ク
ア
ハ
ウ
ス
の
整
備
を
行
い
、
Ⓐ

温
泉
利
用
指
導
者
な
ど
の
専
門
的
な

人
材
育
成
の
深
化
、
Ⓑ
温
泉
入
浴
、

飲
泉
や
湯
中
運
動
な
ど
の
深
化
し
た

医
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
調
査
の
蓄
積
、

Ⓒ
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
中
長
期
滞
在

型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
整
備
と
情
報
発
信
、

こ
れ
ら
す
べ
て
の
取
り
組
み
に
よ
り

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
新

た
な
顧
客
層（
富
裕
層
や
健
康
志
向

の
強
い
個
人
客
）の
獲
得
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
年
７
月
に
は
環
境
省
が
自
然
等

の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
温
泉
地
の

活
性
化
に
向
け
た
提
言
～「
新
・
湯

治 

―
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ 

ｓ
ｔ
ａ
ｙ
」の
推

進
～
を
発
表
し
、
さ
ら
な
る
温
泉
地

の
活
性
化
を
探
る
取
り
組
み
も
開
始

し
て
い
ま
す
。
ま
た
厚
生
労
働
省
で

は「
健
康
寿
命
の
延
伸
」や「
健
康
経

営
企
業
」の
推
進
な
ど
健
康
づ
く
り

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
施
策
が
推
進

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
潮
流
が
ま
す
ま
す
加

速
し
て
い
く
な
か
で
、
市
が
有
す
る

温
泉
資
源
を
利
活
用
し
、
連
携
型
に

認
可
さ
れ
運
用
を
開
始
で
き
た
こ
と

は
、
世
界
に
通
じ
る
個
性
的
な
温
泉

地
と
し
て
全
国
の
温
泉
地
の
未
来
を

切
り
拓
く
一
歩
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設（
連

携
型
）の
認
定
を
記
念
し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
５
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　

竹
田
市
直
入
公
民
館
大

ホ
ー
ル

内　

容　

講
演
会

○
活
き
る
!!
入
湯
税
の
使
い
方

講
師　

首
藤
勝
次（
竹
田
市
長
）

○
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設（
連

携
型
）を
活
用
し
た
地
域
の
展
望

講
師　

秦
博
典（
直
入
支
所
長
）

○
地
域
を
本
当
に
幸
せ
に
す
る
に

は
…
…
イ
タ
リ
ア
の
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・

デ
ィ
フ
ー
ゾ
の
試
み

講
師　

森
ま
ゆ
み（
作
家
、
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
）

参
加
方
法　

参
加
無
料（
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
）。

申
し
込
み
は
下
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

↓問
竹
田
市
商
工
観
光
課

☎
０
９
７
４
―

63
―

４
８
０
７

全
国
炭
酸
泉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
in
長
湯
温
泉

温
泉
新
時
代
の
展
望
を
探
る

↑「世界に誇れる長湯の炭酸泉を日本全国、世界にも発信して、利用者に喜んでも
らえるようなサービスの提供に努めたい」と温泉利用相談室専門スタッフの越
智さん、熊谷さん、後藤さん（写真右から）
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「
カ
モ
シ
カ
号
」

運
行
ス
タ
ー
ト

竹田市予約型乗合タクシー「カモシカ号」運行スタート

　

買
い
物
や
医
療
機
関
等
へ

の
外
出
が
困
難
な
高
齢
者
等

の
交
通
手
段
を
確
保
し
、
利

用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
目

的
と
し
た「
竹
田
市
予
約
型
乗

合
タ
ク
シ
ー『
カ
モ
シ
カ
号
』」

の
実
証
運
行
が
10
月
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
２
日
に
Ｊ
Ｒ

豊
後
竹
田
駅
前
広
場
で
行
わ

れ
た
出
発
式
で
は
、
関
係
者

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
運
行

の
開
始
を
祝
い
ま
し
た
。
野

田
副
市
長
は「
中
山
間
地
域
で

画
期
的
な
取
り
組
み
。
こ
の

カ
モ
シ
カ
号
を
多
く
の
人
に

利
用
し
て
も
ら
い
、
長
く
愛

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
。

　

今
回
運
行
を
始
め
る
乗
合

タ
ク
シ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
形

態
と
は
異
な
り
、
自
宅
か
ら

竹
田
・
玉
来
地
区
の
公
共
施

設
や
病
院
、
商
業

施
設
等
に
向
か
う

「
ド
ア
・
ツ
ー
・

ド
ア
」の
予
約
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
で
、

嫗
岳
地
区
・
宮
砥

地
区
・
入
田
地
区

の
３
地
区
と
玉
来

地
区
の
中
尾
自
治

会
に
お
住
ま
い
の

方
が
対
象
。
対
象

エ
リ
ア
か
ら
竹

田
・
玉
来
間
、
ま

た
対
象
エ
リ
ア
内

で
の
利
用
が
可
能

で
す
。

　

運
行
は
嫗
岳
コ
ー
ス
が
毎

週
月
・
水
・
金
曜
日
、
宮
砥

コ
ー
ス
が
毎
週
火
・
木
・
土

曜
日
。
い
ず
れ
も
１
日
３
往

復
し
、
料
金
は
片
道
３
０
０

～
５
０
０
円
。

　

ま
た
、こ
の
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
回
送
時
間
を
活
用
し
、
今

年
６
月
に
認
定
さ
れ
た「
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」登
録
地
域

の
祖
母
傾
山
系
へ
の
登
山
道

直
行
便「
ユ
ネ
ス
コ
コ
ー
ス
」

の
運
行
を
観
光
客
向
け
に
始

め
ま
す
。
予
約
制
で
料
金
は

片
道
千
円
。

　

実
証
運
行
は
来
年
９
月
30

日
ま
で
。
利
用
す
る
際
に
は
、

事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
竹
田
市
企
画
情
報
課

交
通
担
当（
☎
63
―

４
８
０
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

竹
田
市
城
下
町
エ
リ
ア

に
お
け
る
創
業
支
援
と
空

き
店
舗
の
利
活
用
を
目

的
と
し
た「
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
事
業
」。
ま
ち

づ
く
り
た
け
た
株
式
会
社

“
ア
グ
ル
”が
手
掛
け
る
こ

の
事
業
に
、
竹
田
市
在
住

の
子
育
て
世
代
の
２
名

の
女
性
が
採
用
さ
れ
、
９

月
30
日
、
古
町
通
り
に
２

店
舗
が
入
っ
た「
チ
ャ
レ

ン
ジ
・
シ
ェ
ア
シ
ョ
ッ
プ

“
ｍ
ｏ
ｋ
ｕ
”」が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

今
回
出
店
し
た
の
は
、

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
を
主
と

し
た
雑
貨
店「
花
か
ざ
り
」

の
安
倍
美
緒
さ
ん（
36
歳
）

と
、
耳
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ

と
耳
つ
ぼ
ジ
ュ
エ
リ
ー
店

「
和
楽
安(

わ
ら
く
あ
ん)

」

の
松
岡
朋
子
さ
ん（
38
歳
）。

元
学
習
塾
だ
っ
た
空
き
店

舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
店
内
は
、“
ｍ
ｏ
ｋ
ｕ
”

の
名
の
と
お
り
木
の
ぬ
く

も
り
に
溢
れ
た
空
間
が
広

が
り
、
お
二
人
は
こ
の
空

間
を
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
営

業
し
ま
す
。

　

起
業
・
創
業
者
を
対
象

に
し
た
経
営
セ
ミ
ナ
ー

「
ア
グ
ル
塾
」の
受
講
生
で

も
あ
る
安
倍
さ
ん
と
松
岡

さ
ん
。
ア
グ
ル
塾
で
学
ん

で
い
る
こ
と
を
生
か
そ
う

と
、「
需
要
が
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
知
り
た
く
て

こ
の
事
業
に
応
募
し
た
。

生
花
の
他
に
も
、
ド
ラ
イ

フ
ラ
ワ
ー
の
よ
う
な
花
の

楽
し
み
方
も
あ
る
ん
だ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と

安
倍
さ
ん
。
松
岡
さ
ん
は

「
独
立
し
て
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
店
を
持
ち
た
い
と
思
っ

た
。
親
子
連
れ
や
観
光
客

な
ど
色
ん
な
人
に
気
軽
に
立

ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

癒
し
の
場
所
に
し
て
い
き
た

い
」と
出
店
へ
の
思
い
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
る
お
二
人
。

お
子
さ
ん
も
応
援
し
て
く
れ

て
い
る
そ
う
で
、「『
お
母
さ

ん
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
い

る
間
、
子
ど
も
さ
ん
に
花
飾

り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』と

い
っ
た
ア
イ
デ
ア
も
浮
か
ん

で
き
た
。
シ
ェ
ア
に
よ
る
相

乗
効
果
を
生
か
し
て
、
与
え

ら
れ
た
チ
ャ
ン
ス
を
次
に
繋

げ
て
い
き
た
い
」と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
は
、
来
年
３
月
31
日
ま
で
。

新
規
出
店
者
が
本
格
出
店
す

る
前
の
準
備
期
間
と
し
て
、

コ
ス
ト
を
抑
え
た
出
店
や
経

営
指
導
を
含
む
経
営
支
援
を

受
け
、
実
践
の
中
で
学
び
な

が
ら
経
営
基
盤
の
構
築
を
目

指
し
ま
す
。

自
宅
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
る
の
で
助
か
る
！

竹田市予約型
乗合タクシー

竹田南部地域

↑関係者に見送られながら「カモシカ号」が出発

↑「カモシカ号」に乗車する利用者。「車を運転で
きないので、自宅まで迎えに来てくれる乗合タ
クシーはとても助かります」と喜びの声

チャレンジショップ事業 木“moku”のぬくもり溢れるショップ、オープン！

↑松岡朋子さんの店「和楽安」は、午前10時オープン。月・
木は午後５時、火・金は午後６時、土は午後３時まで
営業（定休日は水・日・祝）　問☎ 080-6435-5347

↑安倍美緒さんの店「花かざり」は、午
前10時から午後５時まで営業（定休
日は月・金） 　問☎ 080-5218-7490

↑木のぬくもりが溢れる「チャレンジ・シェア
ショップ“moku”」 松岡朋子さん（左）と安倍美緒
さん（右）は子育てをしながらのチャレンジ
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最
先
端
技
術
で

看
板
を
多
言
語
表
示

　

竹
田
市
で
は
、
大
分
大
学
工
学
部

と
共
同
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
を
利
用
し

て
、
現
実
の
風
景
に
情
報
を
重
ね
合

わ
せ
て
様
々
な
情
報
を
表
示
す
る
技

術（
Ａ
Ｒ
技
術 Augm

ented Reality

の
略
。
日
本
語
で
は
拡
張
現
実
）を

活
用
し
た
看
板
翻
訳
シ
ス
テ
ム
を
開

発
し
、
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
技
術
は
、
カ
メ
ラ
で
撮
影
し

た
現
実
の
映
像
に
文
字
や
画
像
な
ど

の
情
報
を
重
ね
て
表
示
す
る
手
法
で
、

風
景
に
合
わ
せ
て
道
案
内
の
情
報
を

表
示
す
る
な
ど
、
見
て
い
る
対
象
や

現
在
の
状
況
な
ど
の
理
解
を
助
け
た

り
、
娯
楽
と
し
て
楽
し
ん
だ
り
す
る

用
途
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
観
光
客
）の

増
加
に
伴
い
、
看
板
の
多
言
語
化
が

喫
緊
の
課
題
で
し
た
。
こ
の
Ａ
Ｒ
技

術
を
活
用
し
看
板
を
カ
メ
ラ
で
撮
影

す
る
と
、
英
語
な
ど
の
言
語
に
自
動

的
に
変
換
す
る
仕
組
み
を
産
学
官
で

調
査
研
究
を
重
ね
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
実
用
化
に
成
功
。
ま
た
、
岡
城

の
建
物
や
石
垣
の
機
能
を
よ
り
深
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
最
先
端
技

術
を
生
か
し
、
当
時
の
面
影
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
大
手
門
の
建
物
の

復
元
に
も
成
功
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
11
月
１

日
か
ら
順
次
公
開
し
、
日
本
語
、
英

語
、韓
国
語
、中
国
語
、台
湾
語
で
使

用
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
ま
す
。
景

観
や
風
情
を
守
り
つ
つ
、
最
先
端
技

術
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り

岡
城
跡
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
繋
げ
ま
す
。

問
竹
田
市
商
工
観
光
課

☎
63
―

４
８
０
７

　

子
ど
も
た
ち
に
地
域
の
誇
り
で
あ

る
岡
城
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
魅
力
を
観
光
客
に
伝
え
て
も
ら

お
う
と
行
わ
れ
て
い
る
岡
城
子
ど
も

ガ
イ
ド
。
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前

に
、
５
期
生
と
な
る
ガ
イ
ド
の
小
学

生
４
人
に
認
定
証
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

に
合
わ
せ
て
、
岡
城
登

城
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

こ
の
バ
ス
は
身
体
の
不

自
由
な
方
や
高
齢
者
な

ど
登
城
が
難
し
い
方
を

対
象
に
、
駐
車
場
か
ら

本
丸
東
側
の
東
中
仕
切

り
付
近
ま
で
送
迎
し
ま

す
。
乗
車
料
金
は
無
料
。

ぜ
ひ
、
登
城
バ
ス
を
利

用
し
て
岡
城
の
紅
葉
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

↑国指定史跡「岡城跡」の石標柱。専用のアプリをスマー
トフォンにインストールし、写真のようにかざすと英
語の表記となり、施設の説明も英文等で表示されます

↑大手門の建物の復元にも成功

竹田市と「観光文化友好交流都市」の台湾
高雄市田寮区への市民訪問団を募集します
■募集人員　40名
■対象者　竹田市に住民基本台帳登録されている者
■助成金　一人上限5,000円（交流事業に要する旅費）
■日程
①平成30年１月11日㈭～13日㈯（２泊３日）
②平成30年２月１日㈭～３日㈯（２泊３日）
※応募者が30名を超えた場合は、上記の２班に分けて訪問予
定です。30名以内の場合は①の日程で訪問します。班分けは
市において行います。
■概算費用　80,000円～90,000円／人
■募集締切　11月14日㈫　午後５時厳守
■行程
１日目：竹田市総合運動公園駐車場（７時出発）～福岡空港

（10：00着・12：15発）～台北市到着（13：50着）～新幹線にて高
雄市へ移動・夕食（高雄市）　※高雄市に泊
２日目：田寮区（表敬訪問）～竹田市との調印式会場「月世界」
～日本統治時代の建物・バナナの町見学～高雄市佛陀記念館
等　※高雄市に泊
３日目：蓮池潭龍虎塔・春秋閣・寿山公園等～高雄空港（15：
30発）～福岡空港（19：10着）～竹田市総合運動公園駐車場

（22：30到着予定）
■申込方法　商工観光課窓口にて申込書に記入をお願いしま
す。（印鑑をご持参ください）
■注意事項
①パスポートのコピー（顔写真のページ）の提出が必要です。
②パスポートの有効期限（旅行日の３か月後）
　・1/11～13の日程の場合は2018年４月13日以降
　・2/ 1 ～３の日程の場合は2018年５月４日以降
③パスポート未取得の方は、11月30日㈭までに取得し、コピー
を提出してください。
④パスポートの申請は、竹田市市民課（☎63-4804）までお問い
合わせください。

・問竹田市商工観光課（竹田温泉花水月内）　☎63-4807

↑「岡城の魅力を分かりやすく伝えます！」と子
どもガイドに認定された（左から）大賀春菜さ
ん、池田凛さん、池田小雪さん

岡城の魅力を観光客の皆さんに伝えたい！
岡城子どもガイド第５期生デビュー

登
城
バ
ス
で

 

岡
城
の
紅
葉
を
楽
し
ん
で！

【岡城登城バス運行カレンダー】

※天候等により運休する場合があります
ので、ご了承ください。
問竹田市教育委員会文化財課　☎63-4818

日 月 火 水 木 金 土
11／1 2 3 4

― ― ○ ○
5 6 7 8 9 10 11
○ ― ― ― ― ― ○
12 13 14 15 16 17 18
○ ― ― ― ― ○ ○
19 20 21 22 23 24 25
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 27 28 29 30 12／1 2
○ ― ― ― ― ― ○
3 4 5 6 7 8 9
○ ― ― ― ― ― ―

国指定史跡岡城跡の魅力再発見

岡
城
の
魅
力
再
発
見
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９
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た「
第
９

回
竹
田
市
都
市
計
画
審
議
会
」の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

出
席
者

１
号
委
員　

髙
山
委
員（
会
長
）、
児

玉
委
員
、
伊
東
委
員
、
吉
村
委
員

２
号
委
員　

首
藤
委
員
、
佐
田
委
員
、

徳
永
委
員
、
井
委
員
、
佐
藤
委
員

３
号
委
員　

望
月
委
員
、
山
﨑
委
員

（
代
理
）

４
号
委
員　

早
川
委
員
、
丹
委
員

議
題
及
び
結
果

【
議
題
】

　

第
１
号
議
案　

竹
田
都
市
計
画
道

路
の
変
更（
竹
田
市
決
定
）に
つ
い
て

（
都
市
計
画
道
路
竹
田
駅
前
平
線
の

廃
止
）

【
結
果
】

　

第
１
号
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、

審
議
の
結
果
、
議
案
に
つ
い
て
適
当

で
あ
る
旨
答
申
す
る
こ
と
と
し
た
。

問
竹
田
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課

☎
63
―

４
８
４
８

加
藤
石
油
㈱
が
Ｊ
Ｒ
九
州
大
分

支
社
よ
り
感
謝
状

　

９
月
に
発
生
し
た
台
風
18
号
の
影

響
に
よ
り
、
一
部
不
通
と
な
っ
て
い

た
Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
の
運
行
再
開
に
協
力

し
た
加
藤
石
油
株
式
会
社（
加
藤
健

社
長
）に
Ｊ
Ｒ
九
州
大
分
支
社（
兵
藤

公
顕
支
社
長
）か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
阿
蘇
駅
か
ら
三
重
町
駅

の
間
で
不
通
と
な
っ
て
い
た
９
月
22

日
か
ら
10
月
２
日
ま
で
、
大
分
市

内
の
車
両
基
地
に
戻
れ
ず
燃
料
不
足

に
陥
っ
て
い
た
列
車
に
燃
料
を
供

給
。
豊
後
竹
田
駅
で
１
日
４
回
、
計

１
万
㍑
の
燃
料
を
給
油
し
た
そ
う
で

す
。
迅
速
な
給
油
活
動
が
早
期
の
運

行
再
開

に
繋
が

り
、
今

回
感
謝

状
が
贈

呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

豊
肥
振
興
局
が
発
注
し
平
成
28
年

度
に
完
成
し
た
工
事
の
う
ち
、
施
工

管
理
に
優
れ
、
か
つ
創
意
工
夫
に
努

め
工
事
成
績
が
優
秀
で
あ
っ
た
工
事

に
対
す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
工
事
と
施
工

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
土
木
工
事
】

工
事
名
：
28
経
営
体
三
重
東
部
又
井
暗
渠

排
水
工
事（
施
工
者
：
株
式
会
社　

友
岡

組　

代
表
取
締
役　

友
岡
誠
一
）

工
事
名
：
Ｈ
28
豊
局
地
防
第
２
号
仲
村
地

区
治
山
工
事（
施
工
者
：
株
式
会
社　

雄

城　

代
表
取
締
役　

甲
斐
寿
康
）

工
事
名
：
27
繰
合
理
化
三
本
松
上
畑
水
路

改
修
工
事（
施
工
者
：
有
限
会
社　

大
森

開
発　

代
表
取
締
役　

森
節
子
）

【
舗
装
工
事
】

工
事
名
：
28
耕
基
米
納
１
工
区
舗
装（
そ

の
２
）工
事（
施
工
者
：
株
式
会
社　

友
岡

建
設　

代
表
取
締
役　

友
岡
孝
幸
）

【
と
び
・
土
工
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
】

工
事
名
：
28
耕
基
久
住
青
柳
工
区
獣
害
防

止
柵
設
置
工
事（
施
工
者
：
株
式
会
社　

髙
山
組　

代
表
取
締
役　

高
山
茂
明
）

新しい仲間が増えました
　10月１日付けで着任した竹

田市地域おこし協力隊員を紹介

します。

①大分市
②社会福祉課（福祉全般）　
③「なんだかホッとする場所や
なぁ」これが竹田の第一印象で
す。これからの生活や出会いに
とてもワクワクしています。福
祉・特別支援教育の場での経験
を竹田で活かせるよう、地域の
皆さんに学ばせていただきなが
ら活動していきたいと思います。

奥
おく

　  結
ゆい

 香
か

　

９
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
第
11

回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会（
宮
城
県

仙
台
市
）で
は
、
第
４
区
で
豊
肥
和

牛
育
種
組
合
が
最
優
秀
賞
に
あ
た
る

優
等
賞
１
席
を
受
賞
。
ま
た
全
体
の

最
高
賞
に
あ
た
る
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
獲
得
す
る
な
ど
、
市
民
に
大
き
な

感
動
と
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
に
は
、
国
民
宿
舎
久
住

高
原
荘
で「
第
11
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
報
告
会
・
祝
賀
会
」が
行
わ

れ
、
第
４
区
に
出
品
し
た
佐
藤
忠
直

さ
ん（
竹
田
）、
森
田
孝
子
さ
ん（
直

入
）、
清
水
康
博
さ
ん（
久
住
）、
ま

た
第
２
区
に
出
品
し
、
優
等
賞
２
席

を
受
賞
し
た
後
藤
克
寿
さ
ん（
荻
）に
、

今
回
の
功
績
を
称
え
市
民
栄
誉
賞
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
品
者
を
代
表
し
て
佐
藤
忠
直
さ

ん
が
、「
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
の
力
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
内
閣

総
理
大
臣
賞
ま
で
押
し
上
げ
て
く
れ

た
。
夢
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
大

変
嬉
し
い
」と
感
謝
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

＂和
牛
日
本
一
＂４
人
に
市
民
栄
誉
賞

地域福祉の向上に尽力
　10月13日、第12回大分県地域福祉推進大会が
別府市・ビーコンプラザで開催され、竹田市か
らは14人、４団体が表彰されました。（敬称略）

【大分県知事表彰】
　ホームヘルパー　斎藤千恵（竹田市社会福祉協
議会）、工藤寿子（同）

【大分県知事賞】
　優秀老人クラブ賞　都野福寿会／老人クラブ
指導者功労賞　高山千年（荻）

【大分県社会福祉協議会会長表彰】
　社会福祉事業関係功労者　吉岡敦（社会福祉法
人偕倖社）、宮本裕美（同）、吉良美智子（同）、和
田由美子（同）、今井富士子（社会福祉法人豊和会）、
西美惠子（同）、芝野津美子（社会福祉法人孝寿福
祉会）

【大分県社会福祉協議会会長感謝状】
　善意銀行寄付者・団体　公益財団法人　老人
はげみの里見会

【大分県共同募金会会長感謝状】
　篤志寄付者・団体　白井幸光（入田）

【大分県老人クラブ連合会会長表彰】
　老人クラブ功労者　岩屋清光（直入）、後藤征
生（城原）、佐藤一夫（荻）／優良老人クラブ　き
むれ老人クラブ、竹田中央第一老人クラブ

↑市民栄誉賞を受賞された（左から）佐藤さん、
森田さん、清水さん、後藤さん

和牛日本一  ４人に市民栄誉賞　ほか

①前住所地
②勤務先（担当業務）
③抱負

第９回竹田市都市
計画審議会開催

↑感謝状を手にする加藤社長（左）と
兵藤支社長

平成29年度大分県農林水産部優良工事
豊肥振興局長表彰
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森
貴
也
さ
ん
、
念
願
の
行

動
美
術
賞
受
賞

　

竹
田
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、
昨
年
４
月
よ
り
竹
田
総
合
学
院

（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る

森も
り

貴た
か

也や

さ
ん（
36
歳
）。
９
月
20
日
か

ら
東
京
・
六
本
木
の
国
立
新
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
第
72
回
行
動
展
に
お

い
て
、
森
さ
ん
の
彫
刻
作
品
が
最
高

賞
の
行
動
美
術
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

森
さ
ん
は
熊
本
県
出
身
。
大
分
大

学
で
６
年
間
芸
術
を
学
び
、
卒
業
後

は
大
分
市
内
の
鉄
工
所
で
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
な
が
ら
作
品
制
作
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
行
動
展
に
は
６
年
連
続
し
て

応
募
し
、
過
去
５
回
は
す
べ
て
入
賞
。

今
回
念
願
の
行
動
美
術
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

　

作
品
の
テ
ー
マ
は『
境
界
』。
鉄
で

で
き
た
街
と
、
ス
テ
ン
レ
ス
を
鏡
面

に
磨
い
た
地
面
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

  

「
鉄
は
錆
び
な
が
ら
時
の
記
憶
を
刻

み
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
鏡
面
は
１
年

経
っ
て
も
そ
の
時
の
今
を
映
し
出
す
。

作
品
に
映
り
込
む
今
が
見
る
人
に

と
っ
て
プ
ラ
ス
な
も
の
で
あ
っ
て
ほ

し
い
」と
森
さ
ん
。

  

「
40
歳
ま
で
に
屋
外
彫
刻
を
10
点
設

置
し
た
い
。
竹
田
で
な
い
と
生
ま
れ

な
か
っ
た
作
品
を
制
作
し
、
竹
田
の

皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
う
こ
と
で
認
め

て
も
ら
い
た
い
」と
今
後
の
目
標
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

長
谷
川
絢
さ
ん
は
３
回
目

の
応
募
で
最
優
秀
賞

　

Ｔ
Ｓ
Ｇ
で
竹
工
芸
の
作
品
を
制

作
し
て
い
る
長は

谷せ

川が
わ

絢け
い

さ
ん（
31
歳
）。

長
谷
川
さ
ん
の
作
品
が
、
第
22
回
全

国
竹
芸
展（
応
募
総
数
１
５
６
点
）で

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
神
奈
川
県
出
身
。

京
都
で
竹
工
芸
を
学
び
、
４
年
前
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
竹
田
市

に
移
住
。
今
年
４
月
に
３
年
の
任
期

を
終
え
た
あ
と
も
市
内
で
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

３
回
目
の
応
募
で
見
事
最
高
賞
に

輝
い
た
作
品『
萌ほ

う

芽が

』。「
植
物
の
芽

が
出
た
瞬
間
の
美
し
さ
を
表
現
し
よ

う
と
、
今
年
取
り
組
ん
で
い
る
編
み

方
を
駆
使
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
」作

品
は
縦
43
㌢
、
横
40
㌢
、
高
さ
60
㌢
、

約
１
か
月
で
完
成
し
た
そ
う
で
す
。

「
Ｔ
Ｓ
Ｇ
で
活
動
し
て
い
る
作
家
の

皆
さ
ん
、
地
域
の
人
。
人
と
の
繋
が

り
や
竹
田
の
豊
か
な
自
然
の
な
か
で

育
ま
れ
た
テ
ー
マ
を
、
こ
れ
か
ら
も

形
に
し
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す

地
域
を
変
え
て
い
く
新
し
い
力

ガラス工房

　

３
期
生
井
上
愛
仁
、
松
井
知
恵
美
、

５
期
生
佐
藤
理
沙
の
３
名
は
、
久
住

地
域
に
あ
る「
吹
き
ガ
ラ
ス
工
房
マ

グ
マ
グ
ラ
ス
ス
タ
ジ
オ
」で
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
２
年
、
少
し

ず
つ
来
客
数
も
増
え
、
観
光
で
お
越

し
に
な
る
方
々
に
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

工
房
で
は
、
主
に
ス
タ
ッ
フ
の
作

品
制
作
と
ガ
ラ
ス
体
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。
併
設
さ
れ
た
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
長
湯
の
炭
酸
泉
を
ガ
ラ
ス

に
閉
じ
込
め
た「
炭
酸
泉
泡
グ
ラ
ス 

baden

」、
竹
田
の
竹
材
を
用
い
て

形
作
る「KAGU

YA

」シ
リ
ー
ズ
な
ど
、

竹
田
で
生
ま
れ
た
作
品
も
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
３
人
は
、
同
じ
ガ
ラ
ス
造

形
専
門
の
教
育
機
関
で
様
々
な
技
法

を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
知
識
を
生

か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
ガ
ラ

ス
の
持
つ
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
で
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

作
っ
て
い
ま
す
。
溶
け
た
ガ
ラ
ス
に

息
を
吹
き
込
ん
で
コ
ッ
プ
な
ど
を
作

る「
吹
き
ガ
ラ
ス
体
験
」、
ガ
ラ
ス
の

表
面
に
砂
を
吹
き
付
け
て
絵
柄
を
彫

る「
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
体
験
」、
さ
ま

ざ
ま
な
色
や
形
の
ガ
ラ
ス
の
粒
を
自

由
に
並
べ
て
装
飾
す
る「
モ
ザ
イ
ク

ガ
ラ
ス
体
験
」の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
出
張
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

行
っ
て
い
ま
す
。
竹
楽
で
の
開
催
は

今
年
で
３
回
目
と
な
り
、
竹
灯
籠
に

火
が
灯
る
前
の
時
間
か
ら
竹
楽
を
楽

し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
提
案
し

て
い
ま
す
。
昨
年
は
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
体
験
で「
ガ
ラ
ス
の
灯
籠
づ
く
り
」

を
、
今
年
は
ガ
ラ
ス
に
絵
を
彫
る
エ

ン
グ
レ
ー
ビ
ン
グ
体
験
で「
す
か
し

絵
ガ
ラ
ス
の
飾
り
屏
風
」を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

竹
楽
に
お
越
し
に
な
る
方
々
に
、

ガ
ラ
ス
を
通
し
竹
田
の
魅
力
を
お
伝

え
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ガ
ラ
ス
工

房
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
マ
グ
マ
グ
ラ
ス
ス
タ
ジ
オ

☎
76
―

１
８
７
８

竹
田
総
合
学
院
で

創
作
活
動

２
人
の
作
家
が
最
高
賞
獲
得

↑吹きガラス体験で小鉢を制作

↑「KAGUYA」制作の様子

↑行動美術賞を受賞した森貴也
さん

↑作品を制作する長谷川絢さん

↑森貴也さんの受賞作品「境界」。幅３m、奥行き
３m、高さは1.28m、重さは約200㎏もある大
きな作品。

↑長谷川絢さんの受賞作品
　 「萌芽」

２人の作家が最高賞獲得／私たち、地域おこし協力隊です
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タ
キ
レ
ン
優
勝
者
が
留
学
体
験

音
楽
の
街 「
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
」に
て

　　

第
70
回
瀧
廉
太
郎
記
念
全
日
本
高

校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
勝
者
・
西

谷
亮
良
さ
ん
は
、
８
月
18
日
か
ら
23

日
ま
で
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
市

に
留
学
し
ま
し
た
。
竹
田
市
・
ラ
イ

プ
ツ
ィ
ヒ
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
ハ
ウ

ス
と
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
独
日
協
会
の
協

力
の
も
と
、
２
０
１
４
年
か
ら
留
学

体
験
が
可
能
と
な
り
、
今
年
４
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
音
楽
文

化
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
ハ
ウ
ス
の
エ
ル

ン
ス
ト
事
務
総
長
が
西
谷
さ
ん
を
メ

ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
招
待

し
、
歓
迎
し
ま
し
た
。
19
世
紀
ロ
マ

ン
派
時
代
の
雰
囲
気
が
漂
う
昔
な
が

ら
の
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
音
楽
サ

ロ
ン
で「
日
曜
音
楽
会
」（
と
い
う
コ

ン
サ
ー
ト
）を
鑑
賞
。
ま
た
、
瀧
廉

太
郎
記
念
碑
を
は
じ
め
、
留
学
し
た

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
音
楽
大
学
、
大

学
の
図
書
館
、
行
政
連
邦
裁
判
所
、

ト
ー
マ
ス
教
会
等
ゆ
か
り
の
場
所
を

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、

か
つ
て
バ
ッ
ハ
が
活
躍
し
た
ト
ー
マ

ス
教
会
で
聴
く
機
会
に
恵
ま
れ
た

「
ト
ー
マ
ス
少
年
合
唱
団
」の
歌
声
は
、

と
て
も
印
象
に
残
る
出
来
事
と
な
り

ま
し
た
。

　

独
日
協
会
の
メ
ン
バ
ー
と
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
市
の
好
意
で
、
西
谷
さ
ん
は

滞
在
中
一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。

ド
イ
ツ
人
の
日
常
生
活
の
中
で
、
多

彩
な
体
験
を
楽
し
み
な
が
ら
日
々
を

過
ご
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
竹
田
市
と
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
と
の
友
好
交
流
が
更
に
盛
ん

に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
、
ま
た

来
年
＂タ
キ
レ
ン
＂の
優
勝
者
を
こ
こ

で
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　

ケ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア

（
ド
イ
ツ
竹
田
市
事
務
所
長
、
元

国
際
交
流
員
、、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

独
日
協
会
理
事
メ
ン
バ
ー
）

　

10
月
22
日
、
台
風
接
近
に
伴
い
、
降
り
し
き
る
激
し
い

雨
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
一
の
若
き
声
楽
家
の
誕
生
を
見

届
け
よ
う
と
、
多
く
の
観
衆
が
会
場
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
大
分
東
明
高
校
３
年
の
石
本
高
雅
さ
ん

が
県
内
か
ら
11
年
ぶ
り
の
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

第
１
位　

石
本
高
雅（
大
分
県
・
大
分
東
明
高
３
年
）

第
２
位　

田
口
綾
弓（
千
葉
県
・
国
府
台
女
子
学
院
３
年
）

第
３
位　

千
住
悠
紀（
山
口
県
・
梅
光
学
院
３
年
）

優
秀
賞　

嘉
月
沙
英（
大
分
県
・
芸
術
緑
丘
高
３
年
）／
大

黒
美
咲（
宮
城
県
・
宮
城
学
院
３
年
）／
川
村
春

貴（
北
海
道
・
北
海
道
札
幌
南
高
３
年
）

優
良
賞　

恒
吉
季
実（
宮
崎
県
・
宮
崎
日
本
大
学
高
３
年
）

／
清
家
杏
瑞（
愛
媛
県
・
済
美
高
３
年
）／
舛
本

侑
宇
利（
兵
庫
県
・
宝
塚
北
高
２
年
）／
平
松
直

之（
岡
山
県
・
岡
山
城
東
高
３
年
）／
山
本
彩
月

（
香
川
県
・
坂
出
高
３
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

※
優
秀
賞
、
優
良
賞
は
本
選
歌
唱
順（
敬
称
略
）

→
音
楽
の
街
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
の
留
学
体
験
。

写
真
左
か
ら
西
谷
さ
ん
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
竹
田
市

ド
イ
ツ
事
務
所
長
、
独
日
協
会
の
リ
ン
ダ
さ
ん

　全国から訪れた32名の出場者による熱唱が今年も
『感動』を与えてくれました。

石
い し

本
も と

高
こ う

雅
が

　　栄冠に輝く（大分東明高
３年）  さん 

第71回瀧廉太郎記念全日本高等学校声楽コンクール

←受賞を喜ぶ第２位の田口
綾弓さん、第１位の石本
高雅さん、第３位の千住
悠紀さん（写真左から）

→
  「荒城の月」
の全員合唱で
フイナーレ
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■   

20
年
ぶ
り
２
回
目
の
開
催

　

平
成
30
年
10
月
６
日
か
ら
11
月
25

日
の
51
日
間
に
わ
た
り
、
大
分
県
で

は「
第
33
回
国
民
文
化
祭
・
お
お
い

た
２
０
１
８
」「
第
18
回
全
国
障
害
者

芸
術
・
文
化
祭
お
お
い
た
大
会
」が

開
催
さ
れ
ま
す
。

  

「
お
お
い
た
大
茶
会
」の
テ
ー
マ
の

も
と
、
老
若
男
女
、
障
が
い
の
あ
る

方
も
な
い
方
も
、
誰
も
が
参
加
し
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
大
会
、
芸
術
文

化
の
新
し
い
出
会
い
や
発
見
の
あ
る

大
会
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
会
を
通

じ
て
地
域
が
元
気
に
な
り
、
多
く
の

人
材
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
「
耕
す
里
」を
テ
ー
マ
に

　

各
地
域
の
地
勢
や
歴
史
・
文
化
な

ど
の
特
性
を
踏
ま
え
、
大
分
県
内
を

５
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
独
自
の
芸
術
文

化
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お

い
て
展
開
。

　

核
と
な
る「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
」

の
ほ
か
、
分
野
別
事
業
等
を
実
施
し

ま
す
。

　

竹
田
市
で
は
、
豊
か
な
大
地
で
育

つ
作
物
が
や
が
て
十
分
に
実
り
熟
し

て
い
く
よ
う
に
、
本
市
か
ら
多
く
の

芸
術
家
を
育
て
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、豊
後
大
野
市
と
と
も
に「
耕

す
里
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
育
ま
れ
て
き
た
文
化
や

特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

大
き
く
成
長
し
て
い
く
若
者
の
表
現

活
動
を
応
援
し
、
新
し
い
風
を
吹
か

せ
る
国
民
文
化
祭
と
す
る
た
め
に
竹

田
市
の
魅
力
と
豊
か
な
文
化
力
を
発

信
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
は 

「
竹
田

ル
ネ
サ
ン
ス
２
０
１
８
」と
題
し
て
、

竹
田
・
荻
・
久
住
・
直
入
の
４
つ
の

ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
歴
史
や
地
域

文
化
、
自
然
、
先
人
た
ち
の
功
績
を

再
確
認
す
る
と
と
も
に「
未
来
へ
の

一
歩
」へ
と
つ
な
が
る
事
業
を
展
開

し
ま
す
。

　

分
野
別
事
業
は
、
平
成
24
年
７
月

の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
水
害
で
被

災
し
た
竹
田
市
文
化
会
館
に
か
わ
る

新
し
い
文
化
施
設「
竹
田
市
総
合
文

化
ホ
ー
ル
」を
拠
点
に
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
音
楽
や
映
画
の
ほ
か
、
竹

田
市
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
を

再
確
認
で
き
る
企
画
展
等
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
有
無
や
地
域
や

世
代
を
越
え
た
市
民
の
皆
さ
ま
が
参

加
で
き
る
企
画
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

竹
田
市
実
行
委
員
会
で
の
承
認
を
経

て
、
今
後
市
報
等
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

国民文化祭・おおいた2018

応援事業を募集します
　応援事業への参加を通じて、相
互に広報協力し、開催機運の醸
成を図ることを目的に応援事業を
募集します。平成30年12月31日
㈪までに開催される事業が対象で
す。当該事業が開催される期日の
遅くとも１か月前までに県実行委
員会への申請が必要になります。
　なお、参加を承認された事業
においては、ポスターやパンフ
レット等において「第33回国民文
化祭・おおいた2018」、「第18回
全国障害者芸術・文化祭おおいた
大会」応援事業の名義等を記述し、
会場で情報のアナウンスや県実行
委員会から提供された広報物の展
示等の周知についてご協力をお願
いしています。
　また、県実行委員会のホーム
ページに応援事業として掲載さ
れ、ロゴマークも使用できます。
参加希望の事業、団体の関係者
の方は竹田市文化政策課（☎63-
4837）までお問い合わせください。

い
よ
い
よ
１
年
後
に「
国
民
文
化
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
す
！

竹
田
市
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
??

竹田市総合文化ホール 【貸館申請説明会・相談会のお知らせ】
日時　11月１日㈬ 10:00～12:00　　11月６日㈪ 18:00～20:00
　　　12月１日㈮ 10:00～12:00　　12月４日㈪ 18:00～20:00
場所  竹田市総合社会福祉センター保健指導室
※印鑑をご持参ください。
※上記以外の日でも随時、
文化政策課の窓口でご相談
を受付しています。
問竹田市文化政策課
☎63-4837

国民文化祭　竹田市ではどんなことをするの??

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

内
野
雅
子
さ
ん
が

チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に

　

内う
ち
野の

雅ま
さ
子こ

さ
ん
は
、
福

岡
県
出
身
。

劇
団
ふ
る
さ

と
き
ゃ
ら
ば

ん
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
20
年
、

全
国
各
地
で
公
演
に
携
わ
り
、
竹
田

市
で
も
延
べ
11
回
の
公
演
を
成
功
さ

せ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
徳
島
や
島

根
、
大
分
で
文
化
振
興
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
文
化

を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
本
市
は
内
野
さ
ん
と
来

年
秋
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備
が

進
ん
で
い
る
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー

ル
の
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
契
約
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
募
集
や
養
成
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
公

演
な
ど
プ
レ
事
業
を
進
め
、
総
合
文

化
ホ
ー
ル
が
に
ぎ
わ
い
の
場
と
な
る

よ
う
な
仕
掛
け
を
施
し
ま
す
。

  

「
竹
田
は
文
化
資
源
の
宝
庫
。
地
域

に
根
ざ
し
た
文
化
を
生
か
し
な
が
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
新

し
い
文
化
ホ
ー
ル
を
創
り
上
げ
て
い

き
た
い
」と
、熱
く
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
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竹
田
陶
芸
ク
ラ
ブ
が
創
作
活
動
25

周
年
を
記
念
し
た
陶
芸
作
品
を
市
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
開
運
招

福
の
朱
竹
が
描
か
れ
た「
陶とう
板ばん
朱しゅ
竹ちく

画ず

」と「
大
皿
」２
枚
で
、
佐
藤
昭
治

会
長
が
制
作
、
早
川
和
さ
ん
が
絵
付

け
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

竹
田
陶
芸
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
現
在

17
名
。
竹
田
市
野
外
活
動
施
設
そ
う

ぞ
う
の
丘
で
週
２
回
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
夏
休
み
に
は
児
童
を
対
象

と
し
た
陶
芸
教
室
を
15
年
に
わ
た
っ

て
開
催
。
今
年
は
児
童
80
人
に
マ
グ

カ
ッ
プ
な
ど
の
作
品
の
制
作
を
指
導

し
て
い
ま
す
。
佐
藤
会
長
は「
今
後

も
和
気
藹
々
と
楽
し
く
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

荻
地
域
体
育
祭
が

　

60
回
の
記
念
大
会

　

秋
空
が
広
が
っ
た
10
月
８
日
、
荻

地
域
体
育
祭
が
荻
小
学
校
運
動
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
会
ど
う
し

の
交
流
と
親
睦
、
健
康
づ
く
り
を
目

的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
体
育
祭
は
、

今
回
で
60
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
参

加
者
を
代
表
し
て
宮
平
自
治
会
の

吉
良
昌
治
さ
ん
が「
明
る
く
楽
し
く
、

和
気
藹
々
と
競
技
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」と
宣
誓
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
12
の
自
治
会

に
分
か
れ
、
10
の
競
技
で
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

雄
大
な
久
住
高
原
の
風
景
を
眺
め

な
が
ら
、
久
住
で
育
ま
れ
た
牛
肉
を

お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
久
住
を
満

喫
し
て
も
ら
お
う
と「
第
46
回
久
住

高
原
ま
つ
り
・
第
15
回
久
住
高
原
牛

肉
ま
つ
り
」が
10
月
１
日
、
竹
田
市

久
住
町
南
登
山
口
の
特
設
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
に
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ

れ
た「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」で
は
、

種
牛
の
部
に
お
い
て
４
区
で
内
閣
総

理
大
臣
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
快
挙

に
湧
く
畜
産
王
国「
竹
田
市
」。

　

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
地
元
で
育
っ
た
大
分
豊
後

牛
３
頭
分
、
約
２
８
０
０
パ
ッ
ク
の

牛
肉
が
特
別
価
格
で
販
売
さ
れ
る
と

あ
っ
て
、
朝
早
く
か
ら
牛
肉
の
販
売

を
待
ち
わ
び
た
多
く
の
観
光
客
が
来

場
。
訪
れ
た
人
は
雄
大
な
景
色
を
眺

め
な
が
ら
七
輪
で
焼
く
牛
肉
の
味
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
大
も
ち
ま
き
大
会

を
皮
切
り
に
、
竹
田
市
立
久
住
小
学

校
の
児
童
に
よ
る「
久
住
高
原
の
唄
」

の
披
露
、豊
後
の
国
エ
イ
サ
ー
会「
響

舞
」に
よ
る
エ
イ
サ
ー
の
演
舞
や
牛

乳
の
早
飲
み
ゲ
ー
ム
な
ど
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
高
原
に
吹
く
心
地
よ
い
風
と

雄
大
な
景
色
、
そ
し
て
お
い
し
い
牛

肉
が
来
場
者
の
心
と
食
欲
を
満
た
し

て
い
ま
し
た
。

　

動
物
愛
護
週
間（
９
月
20
日
～
26

日
）の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
動
物
に
関
す
る
本
や
命
を
大
切
に

す
る
本
を
読
ん
で
も
ら
お
う
と
、
大

分
県
獣
医
師
会
竹
田
支
部（
菅
公
志

支
部
長
）か
ら
市
教
育
委
員
会
に
図

書
の
購
入
費
３
万
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

大
分
県
立
美
術
館（
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｍ
）に
よ
る
出
張
展
示「
大
分
県

立
美
術
館
の
所
蔵
作
品
に
よ
る

地
域
特
別
展
～
美
術
館
か
ら
の

お
く
り
も
の
」が
、
10
月
12
日

か
ら
14
日
ま
で
竹
田
市
久
住
支

所
３
階
の
久
住
高
原
美
術
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
展
に
は
朝
倉
文
夫

や
福
田
平
八
郎
、
宇
治
山
哲
平

な
ど
の
所
蔵
作
品
か
ら
、
様
々

な
世
代
の
方
が
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
絵
画
や
彫
刻
を
30
点
展

示
。
郷
里
の
竹
田
で
は
初
公
開
と

な
る
田
能
村
竹
田
の
画
帖
も
併

せ
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
市
内
の
幼
稚
園
・

保
育
園
児
が
招
か
れ
、
生
き
物
の

彫
刻
や
絵
画
な
ど
を
鑑
賞
。
未
就

学
児
を
対
象
に
し
た
巡
回
展
示

は
今
回
竹
田
市
が
初
め
て
と
い

う
こ
と
で
、
園
児
た
ち
は
生
き
物

の
様
子
を
観
察
し
、
真
似
を
し
て

み
た
り
、
想
像
し
て
お
話
を
し
て

み
た
り
、
感
性
豊
か
な
表
現
で
作

品
に
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

秋
の
久
住
高
原
で
、
日
本
一
の
牛
肉
を
満
喫

↑展示されている生き物の作品の真似をする園児たち

竹田陶芸クラブ結成25周年
記念作品を市に寄贈動物愛護に役立てて

↑竹田陶芸クラブの早川和さん（左）と
佐藤昭治会長（右）

↑参加者のみなさんは10の競技で汗を流しました

↑久住高原の雄大な景色を眺めながら、地元で育っ
た牛肉の味に舌鼓

↑多くの来場者でにぎわった会場一級の美術作品にふれ、
「見て、感じて」

まちの出来事
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竹
田
市
選
手
団
が
躍
動
！

第
28
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
交
流
大
会
開
催

　

第
28
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

が
9
月
24
日
を
主
日
程
に
、
大
分
市

の
大
洲
運
動
公
園
ほ
か
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技

に
出
場
し
た
直
入
町
の
渕
野
文
子
さ

ん（
95
歳
）が
、
全
競
技
の
女
性
最
高

齢
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
競　

技
】

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会

　

久
住　

3
位

　
（
後
藤
孝
治　

後
藤
慶
子　

池
見

成
人　

河
野
福
實　

田
辺
正
明　

渡
辺
竹
則　

菅
サ
エ
子
）

・
弓
道
交
流
大
会　

団
体　

準
優
勝

（
阿
南
正
治　

堀
祐
二　

岩
屋
庄

一　

加
藤
正
義　

三
宮
納
）

・
三
世
代
交
流
健
康
マ
ラ
ソ
ン

　
【
一
般
男
子　

40
歳
代
】

　
　

1
位　

佐
田
修
一

　
【
一
般
男
子　

50
歳
代
】

　
　

2
位　

甲
斐
正
寿

　
　

3
位　

堀
勇
進

　
【
高
齢
者
男
子　

60
歳
代
】

　
　

3
位　

倉
原
準
一

　

10
月
12
日
、
大
分
県
立
竹
田
高
等

学
校
体
育
館
で「
川
端
康
成
記
念
講

演
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
文
豪
・
川
端
康

成
氏
が
昭
和
27
年
に
竹
田
高
等
学
校

講
堂
で
講
演
し
た
こ
と
を
記
念
し
て

始
ま
り
、
今
年
で
９
回
目
と
な
り
ま

す
。
今
回
は
テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み

の
日
本
文
学
研
究
者
で
国
文
学
研
究

資
料
館
長
の
ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ

ル
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
高
生
ら
５
０
０
人
を
超
え
る
来

場
者
を
前
に
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
は

田
能
村
竹
田
の
漢
詩
に
つ
い
て
解
説

し
な
が
ら
、「
竹
田
に
生
ま
れ
た
偉

大
な
先
人
が
残
し
た
言
葉
か
ら
ス
ピ

リ
ッ
ツ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
考
え
を
細
や
か
に
言
葉
に
落

と
し
て
い
く
と
、
言
葉
が
深
ま
り
違

う
景
色
が
見
え
る
」、
ま
た「
将
来
を

考
え
る
と
き
、
何
事
に
も
好
奇
心
を

持
ち
、
普
通
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と

が
大
切
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
高

校
生
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
ま
し
た
。

秋
の
城
下
町
は
ア
ー
ト
一
色

  「
エ
ネ
ル
ギ
ー
＝
生
き
る
」を
、ア
ー

ト
や
工
芸
と
い
っ
た
モ
ノ
づ
く
り
を

通
し
て
、
人
の
暮
ら
し
に
還
元
し

た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た

「TAKETA ART CULTURE 2017 

～

生
き
、
還
る
～
」が
、
10
月
14
日
か

ら
29
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か

ら
ア
ー
ト
の
秋
を
楽
し
む
多
く
の
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
、
第
27
回
自
治
会
対
抗

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
久
住
総

合
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ン
を
含
め
た
８
チ
ー

ム
に
よ
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優　

勝　

ガ
ン
バ
七
里

準
優
勝　

大
津
留
上
Ｍ･

Ｂ･

Ｃ

３　

位　

白
水
倶
楽
部

　

都
野
小
学
校
４
年
の
児
玉

龍
生
く
ん（
な
な
せ
体
操
ク
ラ

ブ
）が
11
月
11
日
と
12
日
、
山

梨
県
で
行
わ
れ
る「
第
12
回
全

国
ブ
ロ
ッ
ク
選
抜
Ｕ
―

12
体
操

競
技
選
手
権
大
会
」に
県
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

児
玉
く
ん
は「
九
州
大
会

の
演
技
を
全
国
で
も
発
揮
し

た
い
。
得
意
の
ゆ
か
で
頑
張

り
た
い
」と
元
気
よ
く
決
意

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
週

５
日
体
操
ク
ラ
ブ
な
ど
に
通

い
、
練
習
し
て
い
る
児
玉
く

ん
。
全
国
大
会
で
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
の
手
で
福
祉
と

介
護
の
ま
ち
づ
く
り

　

高
齢
化
が
急
速
に
進
む
な
か
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
現
在
第
７
期
竹
田
市

老
人
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
協
働
し
て
計
画
を
作
成
し

て
い
こ
う
と
、
10
月
２
日
に
、
第
２

回
目
と
な
る「
福
祉
と
介
護
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
☆
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
」

が
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
公
募
に
よ
る
市
民
の
参

加
者
、
ま
た
地
域
福
祉
に
携
わ
っ
て

い
る
団
体
等
か
ら
合
わ
せ
て
約
80
人

が
参
加
。
参
加
者
た
ち
は
地
区
・
地

域
ご
と
の
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

そ
の
地
区
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
が
講
演

↑地域で何ができそうか、短期的・中長期的な視点で
考えた意見をまとめました

↑女性最高齢者賞を受賞した渕野文
子さん

↑団体準優勝を飾った弓道競技の皆さん

↑展示された作品を眺める来場者
↑ロバート キャンベルさんの講演を

聞く高校生たち

ガンバ七里が３連覇!!

輝け！竹田の星★

第
９
回
川
端
康
成
記
念
講
演
会
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交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
へ

  

「
第
13
回
竹
田
市
交
通
安
全
市
民
大

会
」が
９
月
27
日
、
久
住
公
民
館
く

じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
。
大
会

で
は
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
対
す
る
交

通
安
全
功
労
者
等
の
表
彰
及
び
伝
達

が
行
わ
れ
、
個
人
41
名
、
８
団
体（
う

ち
学
校
１
校
）が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に「
交
通
事
故
の
な

い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
竹

田
市
」を
誓
う「
交
通
安
全
宣
言
」が

満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

　

竹
田
市
久
住
地
域
の
国
有
林
と
そ

の
周
辺
の
民
有
地
及
び
農
地
の
シ
カ

に
よ
る
被
害
を
防
止
・
軽
減
し
よ
う

と
、
９
月
21
日
、
市
役
所
本
庁
で「
シ

カ
被
害
対
策
協
定
調
印
式
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
で
の
シ
カ
の
捕
獲
頭
数
は

年
々
増
加
し
、
被
害
額
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
国
有
林
内
の
造
林
木

等
へ
の
被
害
は
年
々
深
刻
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
大
分
森
林
管
理
署
と
竹
田

市
、
竹
田
市
猟
友
会
の
３
者
が
協
力

し
、
農
林
業
や
生
態
系
へ
の
被
害

防
止
を
目
的
に
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に

な
り
、
式
で
は
、
大
分
森
林
管
理
署

の
川
畑
宏
二
署
長
と
首
藤
竹
田
市
長
、

竹
田
市
猟
友
会
の
熊
谷
尊
幸
会
長
が

協
定
書
に
調
印
。
首
藤
市
長
は「
現

場
に
お
い
て
実
績
が
あ
が
る
よ
う
に

協
力
し
て
シ
カ
の
被
害
防
止
対
策
に

あ
た
り
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。
川
畑

署
長
は「
国
有
林
・
民
有
地
で
別
々

に
行
っ
て
い
た
シ
カ
の
駆
除
を
今
後

は
連
携
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
、
森

林
資
源
の
保
全
と
い
う
意
味
で
も
非

常
に
大
き
な
一
歩
」と
話
し
、
熊
谷

会
長
は「
貸
与
さ
れ
た
わ
な
で
、
国

有
林
内
の
駆
除
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

「
大
分
川
」の
豊
か
な
環
境
を
後
世
に

　

内
水
面
漁
業
資
源
の
増
大
と
環
境

保
全
に
取
り
組
み
、
豊
か
な
大
分
川

を
後
世
に
残
し
て
い
こ
う
と
、
大

分
川
漁
業
協
同
組
合
の
主
催
に
よ
る

「
第
27
回
大
分
川
を
守
る
日
並
び
に

豊
魚
祭
」が
10
月
17
日
、
直
入
町
芹

川
ダ
ム
湖
小
津
留
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
漁
協
関
係
者
な
ど
約

２
０
０
人
が
参
加
し
神
事
が
行
わ
れ

た
あ
と
、
な
お
い
り
こ
ど
も
園
の
園

児
が
ウ
ナ

ギ
30
尾
と

モ
ズ
ク
ガ

ニ
５
キ
ロ

を
芹
川
ダ

ム
に
放
流

し
ま
し
た
。

　

地
域
か
ら
盗
難
や
詐
欺
被
害
を
な

く
し
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
す「
全
国
地
域
安
全
運
動
」の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
10
月
14

日
、
竹
田
市
城
下
町
で「
防
犯
・
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
パ
レ
ー
ド
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

約
80
人
の
参
加
者
た
ち
は
、
防
犯

グ
ッ
ズ
を
手
に
、
犯
罪
や
特
殊
詐
欺

被
害
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

佐
藤
な
つ
み
さ
ん
が
優
秀
賞

  

「
平
成
29
年
全
国
地
域
安
全
運
動
ポ

ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」が
開

催
さ
れ
、
竹
田
南
部
中
学
校
２
年
の

佐
藤
な
つ
み
さ
ん
の
作
品「
鍵
と
声

　

か
け
た
ら
守
れ
る　

そ
の
笑
顔
」

が
大
分
県
の
審
査
会
に
お
い
て
優

秀
賞（
12
点
）に
選
ば
れ
、
10
月
18
日
、

竹
田
警
察
署
で
表
彰
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は「
鍵
か
け
や
声
か
け

が
犯
罪
防
止
に
つ
な
が
れ
ば
、
み
ん

な
の
笑
顔

が
守
れ
る
」

と
標
語
に

込
め
た
思

い
を
話
し

て
く
れ
ま

し
た
。

多
数
傷
病
者
発
生
に
備
え
て

　

10
月
14
日
、
竹
田
市
消
防
署
駐
車

場
で「
多
数
傷
病
者
対
応
訓
練
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

  

「
軽
乗
用
車
が
数
人
を
は
ね
な
が
ら

建
物
の
壁
に
衝
突
。
け
が
人
が
多
数

発
生
し
て
い
る
」こ
と
を
想
定
し
て

行
わ
れ
た
今
回
の
訓
練
に
は
、
市
消

防
署
や
竹
田
警
察
署
、
竹
田
医
師
会

病
院
な
ど
か
ら
約
70
人
が
参
加
。

　

訓
練
で
は
、
ま
ず
救
急
隊
員
が
事

故
車
両
か
ら
傷
病
者
を
救
出
し
、
応

急
救
護
所
に
搬
送
。
救
護
所
で
は
、

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が

治
療
や
救
急
搬
送
の
優
先
順
位
を
決

め
る
ト
リ
ア
ー
ジ
の
施
さ
れ
た
傷
病

者
に
応
急
処
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

竹
田
市
消
防
署
で
は
、
今
回
の
訓

練
を
生
か
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を

深
め
な
が
ら
事
故
等
発
生
時
の
対
応

に
備
え
て
い
き
ま
す
。

↑県内では別府市、豊後大野市に次ぐ協定締結
となる今回の調印。３者の協力により効果
的・効率的なシカ被害対策の推進が期待され
ます（左から熊谷会長、首藤市長、川畑署長）

「いかのおすし」を守ります！
元気に防犯を呼びかけ

↑受賞者を代表して齋藤嘉昭さん（久住町）
が謝辞を述べました

よ
り
効
果
的
な
シ
カ
の
被
害
対
策
に
向
け
て

安
全
で
安
心
な
ま
ち
、
竹
田
市
を
目
指
し
て

↑壁に衝突した車両から傷病者を救出する
救急隊員ら

↑大分県優秀賞を受賞した
　佐藤なつみさん

↑「大きく育ってね」とモズクガ
ニを放流する園児ら
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竹田うまれ～竹田市が育む作物たち～

名水、高原、ヒトの愛— 

竹田市が育む、
たおやかで滋味深い作物たち。

第５回　しいたけ

竹田乾しいたけ
のステーキ

「竹田うまれ」…竹田で育まれた７種類の作物を紹介　https://www.city.taketa.oita.jp/taketaumare/

材　料 作り方

・乾しいたけ………………４枚
・オリーブオイル……大さじ１
・バター……………………５g
・塩…………………………適量
・こしょう…………………適量
・濃口醤油…………………５cc
・戻し汁……………………20cc
・付け合わせ………………ベビーリーフ、マッシュポ
　　　　　　　　　　　　テトなど適量

①　容器に乾しいたけ、水を入れて一晩ゆっくりと戻す。
②　付け合わせのベビーリーフは、さっと洗い水気を
切っておく。

③　①の乾しいたけの硬い軸を切り落とし、フライパ
ンにオリーブオイルをしき中火で両面を焼いて塩、こ
しょう、バター、戻し汁、濃口醤油を加え、フライパ
ンをあおるようにさっと炒めてから火を止めお皿に盛
り付ける。

④　ベビーリーフ、マッシュポテトを添える。

しいたけはお肉だよって、
じいちゃんが教えてくれた。

吉
野
純
子
さ
ん
に
農
林
水
産
大
臣
賞

　

９
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
宮
城
県

仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
第
11
回
全
国

和
牛
能
力
共
進
会（
全
共
）で
は
全
体

の
最
高
賞
に
あ
た
る
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
快
挙
に
湧
く

竹
田
市
。

　

第
78
回
大
分
県
畜
産
共
進
会（
肉

用
牛
の
部
）が
10
月
14
日
、
別
府
市

で
開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
は
全
６
部

門
に
計
11
頭
を
出
品
。
第
１
区（
若

雌
の
１
）に
お
い
て
は
吉
野
純
子
さ

ん（
直
入
）の「
ふ
み
あ
か
り
号
」が
、

第
２
区（
若
雌
の
２
）に
お
い
て
は
伊

藤
秀
樹
さ
ん（
竹
田
）の「
か
つ
ふ
み

６
号
」が
、
第
６
区（
繁
殖
雌
牛
群
）

に
お
い
て
は
第
１
区
と
同
じ
く
吉
野

純
子
さ
ん
の「
ふ
み
ふ
く
12
号
」「
ふ

み
ふ
く
12
の
４
号
」が
各
部
門
の
首

席（
第
１
位
）を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
部
門
の
首
席
に
よ
り
争

わ
れ
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
ン
に
あ

た
る
農
林
水
産
大
臣
賞
に
、
第
１
区

で
首
席
と
な
っ
た
吉
野
純
子
さ
ん
の

「
ふ
み
あ
か
り
号
」が
、
見
事
そ
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。

後藤克寿さん、県内最高位の快挙！
　10月６日、全国和牛登録協会（京都府）の審
査員による和牛登録審査が久住総合家畜審査
場で行われ、後藤克寿さん（荻町恵良原）の「つ
る号」がこれまでの県内の最高位88.7点を更
新する89.3点を獲得しました。
  「つる号」は全共の第２区にも出品され、第
２位にあたる優等賞２席を獲得しています。
後藤さんは「まさか最高位を取れるとは思わ
なかった。日本一の90.3点を上回る得点が出
せるよう、まず５年後の全共で１席（第１位）

を目指した
い」と、 次
の目標への
決意を新た
にしていま
した。

↑見事グランドチャンピオンに輝いた吉野純子さん
の「ふみあかり号」

↑県内最高位を獲得した後藤克寿さんの
　「つる号」
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11月

※「個人事業税」第２期分の納期限は11月15日㈬です。問豊後大野県税事務所　☎0974-22-7501

木 THU 金 FRI 土 SAT 2017年（平成29年）

2 3 文化の日 4
・竹田温泉「花水月」休館日
・田能村竹田183年祭〔遺墨展・

茶掛展〕9:00～（旧竹田荘画聖
堂） 〔茶会〕9:00-15:00（旧竹田
荘母屋他）

・おはなしルーム  14:00-14:30
   （南部幼稚園）

・第12回トマト天国in荻･第38回荻ふるさと祭り  
9:00-15:00（荻福祉健康エリアグラウンド）

・田能村竹田183年祭 〔献茶式〕9:00～（旧竹田荘
画聖堂） 〔遺墨展・茶掛展〕9:00～（旧竹田荘 画
聖堂） 〔茶会〕9:00-15:00（旧竹田荘母屋他）

・第65回男子・第30回女子大分県中学校駅伝競
走大会　10:00～（久住町南登山口「日本一のマ
ラソン練習コース」）

・第69回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術
祭表彰式　10:30～（久住公民館くじゅうサン
ホール）

・平成29年度竹田市功労者表彰式　13:30～（竹
田市総合社会福祉センター）

・第13回竹田市福祉大会 9:00-
12:00（竹田市総合社会福祉セ
ンター）

・第50回荻地域女子ミニバレー
ボール大会 9:00～開会式（緑ヶ
丘中学校ほか）

9 10 11
・竹田温泉「花水月」休館日
・健幸運動教室「腰楽教室」 
   13:30-15:00（B&G海洋センター

体育館）

・健幸運動教室「体にいいね！
教室」 13:30-15:00（B&G海洋セ
ンター体育館）

・大分県立農業大学校第35回農大祭 9:30-
15:00（大分県立農業大学校グラウンド） 
☎0974-22-7582（農業大学校教務課）

・第41回直入地域ふるさと振興祭　9:30
～（直入支所前イベント広場及び周辺）

・第２回竹田市植樹祭 10:00-12:00（開会
式会場：直入支所前広場／植樹場所：
直入町大字長湯字下野）

・大分県立竹田高等学校創立120周年記
念式典　10:00～（大分県立竹田高等学
校体育館）

16 17 18
・竹田温泉「花水月」休館日
・大分県交通事故巡回相談　10:00-15:00（大分

県豊肥振興局）　☎63-1171（豊肥振興局）※要
予約

・３歳児健診　13:00～受付（竹田市総合社会福
祉センター）

・健幸運動教室「腰楽教室」13:30-15:00（B&G海洋
センター体育館）

・こころの健康相談　13:30-15:30（荻支所）☎63-
3346（竹田市心の相談支援事業所）※要予約

（相談日の前日午前中まで）
・おはなしルーム   14:00-14:30（竹田幼稚園）
・精神保健福祉相談　14:00-16:00（大分県豊肥

保健所）　☎0974-22-0162（豊肥保健所）※要
予約

・健幸運動教室「体にいいね！教
室」 13:30-15:00（B&G海洋セン
ター体育館）

・ 第18回 た け た 竹 灯 籠『 竹 楽』
（ 竹 田 城 下 町 一 円）～19日 ㈰ 
〔安全祈願祭・オープニングセ

レモニー〕15:45～（十六羅漢）

・司法書士法律相談　9:00-12:00（竹田市
公民館竹田分館） ☎63-1408（後藤聰司
法書士事務所）※相談無料

・「木枯らしの笛が蘇る～熊沢蕃山先生を
偲ぶ」演奏会 11:00-13:30（国指定史跡・
岡城跡三の丸）

・第２回合同企業就職相談会 13:00-16:00
（竹田市総合社会福祉センター）

・瀧廉太郎を偲ぶ篠笛コンサート 18:30-
20:00（但馬屋老舗アラヤサーラ） ☎63-
3161（竹田商工会議所）

23 勤労感謝の日 24 25
・竹田温泉「花水月」休館日 ・健幸運動教室「体にいいね！教

室」 13:30-15:00（B&G海洋セン
ター体育館）

・第29回豊肥地区解放文化祭
    9:00～開会（豊後大野市隣保館）

・まちエネ大学開講式　13:00-
15:00（市役所本庁３階会議室）

30
・竹田温泉「花水月」休館日
・健幸運動教室「腰楽教室」 13:30-

15:00（B&G海洋センター体育館）
※【 納 期 限】固 定 資 産 税 ４ 期、

国民健康保険税８期、介護保
険料・後期高齢者医療保険
料５期の納期限は11月30日
㈭です。期限内に必ず納めま
しょう。

今月のよりそいカフェ
（認知症予防カフェ）

【竹田】
・11月10日・24日㈮13:30-15:30
　古町商栄会

【荻「しらみず」】
・11月14日・28日㈫13:00-15:00
　荻「しらみず」

【久住「りんどう」】
・11月7日㈫・16日㈭13:00-15:00
　久住「りんどう」

【直入「ゆのはな」】
・11月10日・24日㈮13:00-15:00 
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・11月２日・９日㈭13:00-15:00
　 出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・11月８日㈬13:00-15:00
　入田分館
・11月14日㈫13:00-15:00
　嫗岳分館
・11月22日㈬13:00-15:00
　宮砥分館

【都野】
・11月１日㈬13:30-15:30
　くたみたきのう館
・11月18日㈯13:30-15:30
　グループホームくたみのもり

【今月の行政なんでも相談所】
地域 相　談　日 時　間 開　催　場　所

竹　田

11月15日㈬ 10：00～12：00

竹田市総合社会福祉センター　相談室
荻 荻公民館　幼児室

久　住 久住公民館　健康相談室
直　入 直入支所　小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
〔竹田〕阿南　　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤　孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一　☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明　☎75-2426

人権学習学級
　どなたでもご自由に受講して
いただけますので、ぜひご参加
ください。
日時　11月22日㈬
　　　午後３時～
会場　竹田市役所３階会議室
内容　『差別の現実から学ぶ』
講師　大分県人権問題講師団
　　　大石　縁  氏
問竹田市生涯学習課  ☎63-4817
※受講を希望される方は事前に
ご連絡ください。

県民防災アクションデー
　巨大地震を想定したシェイク
アウト訓練が行われます。

日時　11月５日㈰  午前９時頃
内容　巨大地震（竹田市震度６
弱）が発生した想定で、市内一斉
に宅内IP告知端末及び屋外拡声
器から緊急地震速報（放送）を配
信。
　市民は速報を合図にその場で
安全行動をお願いします。
※一部の自主防災会においては、
その後避難訓練等を実施予定。

人権特設なんでも相談所
　心配ごとや困っていること、何か心に引っかかることがあれば、気
軽に相談してください。※秘密は固く守られます。相談は無料です。

会　場 場　　　所 期　日
竹田会場 竹田市総合社会福祉センター

12月５日㈫荻　会　場 荻支所
久住会場 久住公民館
直入会場 直入公民館 12月４日㈪

相談時間　午前10時～午後３時
問竹田人権擁護委員協議会・大分地方法務局竹田支局　☎62-2315
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農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。  ㉄竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

1
・陽目の里「名水茶屋」休業日
・第69回瀧廉太郎を偲ぶ音楽祭 

9:00-15:00（竹田市立竹田中学
校体育館）

・第12回竹田市農業委員会総会 
9:00～（市役所本庁３階第５
会議室）

5 6 7 8
・竹田市歩こう会「用作公園」 8:45までにJR豊後竹田駅前

集合 ☎62-2501（山本）
・第45回荻地域男子バレーボール大会 9:00～開会式

（緑ヶ丘中学校ほか）
・第19回市長旗争奪竹田名水少年剣道大会・第53回岡

城旗争奪少年剣道大会　9:00～（竹田小学校体育館）
・市長杯ケーブルウェイクボード大会　9:30～（長湯

ウェイクケーブルパーク）
・全国炭酸泉シンポジウム2017in長湯温泉　9:30-13:00

（直入公民館大ホール）
・第18回嫗岳地区文化祭・敬老会　10:00～（嫗岳分館・

あ祖母学舎）
・第29回メンヒルの里おこし弓祭り　13:00～（竹田市穴

井迫「森八幡社境内」）
・奏リコーダーアンサンブル第13回定期演奏会　13:30

～開場　14:00～開演（久住公民館くじゅうサンホー
ル）　☎090-7290-4935（吉野）

・荻の里温泉休館日 ・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・健幸運動教室「ウォーキング」
13:30-15:00（B&G海洋センター
体育館）

・こころの健康相談 13:30-15:30
（直入支所） ☎63-3346（竹田市

心の相談支援事業所）※要予
約（相談日の前日午前中まで）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・健康づくり教室「簡単な筋トレ」 

14:00-15:00（竹田市総合社会
福祉センター）

12 13 14 15
・竹田方面隊建物火災防御訓練  7:00～（竹田地

域某所）※ブラインド訓練
・直入方面隊火災防御訓練  7:00～（直入地域某

所）※ブラインド訓練
・おおいた民話の旅ウォーキング大会第32回

竹田市大会　8:30～受付　9:00～出発式（都
野公民館） ☎097-552-0867（NPO法人大分県
ウォーキング協会）

・竹田市歩こう会「岡城跡」 9:30までに廣瀬神
社集合 ☎62-2501（山本）

・ロングテーブルinたけた　11:00-14:00（竹田
市城北町「碧雲寺」）

・第７回やまなみまつり 11:00-15:00（障がい者
サポートセンターやまなみ広場（竹田市飛田
川））

・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・健幸運動教室「ストレッチ･筋
トレ」 13:30-15:00（B&G海洋セン
ター体育館）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日・長湯おんせ
ん市場休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00（竹田市高

齢者いきいき交流センター）
・大分県行政書士会無料相談会 13:00-16:00（大

分県行政書士会〔大分市〕） ☎097-537-7089 
（大分県行政書士会事務局）

・9～10か月児健診　13:15～受付（竹田市総合
社会福祉センター）

・平成29年度竹田市男女共同参画推進大会　
18:00～（竹田市総合社会福祉センター）

19 20 21 22
・石原千穂子と巡る木枯らしの

笛歴史散策 8:00-15:00（白水ダ
ム・紫神社ほか）☎63-3161（竹
田商工会議所）

・第26回Ｂ＆Ｇ財団会長杯争奪
直入少年剣道大会･第54回直入
町少年剣道大会　9:00～（竹田
市直入Ｂ＆Ｇ海洋センター体
育館）

・荻の里温泉休館日 ・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・健幸運動教室「ウォーキング」
13:30-15:00（B&G海洋センター
体育館）

・健康づくり教室「体にいいね！
教室」　14:00-15:00（竹田市総
合社会福祉センター）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・市民公開講座「貯筋運動体験教室」　

9:00-12:00（竹田市総合社会福祉セン
ター）　☎62-2298（竹田市レクリエー
ション協会 阿南）

・こころの健康相談　13:30-15:30（久住
保健センター）　☎63-3346（竹田市心
の相談支援事業所）※要予約（相談日の
前日午前中まで）

・人権学習学級　15:00～（市役所本庁３
階会議室）

26 27 28 29
・地区巡回健診　8:00-10:00（竹田

市総合社会福祉センター）
・竹田市無料歯科健診 8:00-11:00（竹

田市総合社会福祉センター）※要
予約

・久住方面隊建物火災防御訓練  
   8:00～（白丹地区）※ブラインド訓

練
・第71回竹田市駅伝競走大会  10:00

スタート（竹田市総合運動公園）

・くらサポ大広場～みんなでつ
なごう くらサポの輪～ 13:30-
16:30（竹田市総合社会福祉セ
ンター）

・久住地域人権啓発推進講演会
  18:00-20:00（久住公民館くじゅ

うサンホール）

・おはなしのへや　10:30-11:00（竹
田市立図書館えほんのへや）

・健幸運動教室「ストレッチ･筋トレ」
13:30-15:00（B&G海洋センター体
育館）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹
田市総合社会福祉センター）　☎
63-3346（竹田市心の相談支援事
業所）※要予約（相談日の前日午
前中まで）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

■2017年12月上旬の主な予定
12月 2日㈯　・第13回歳末助け合いチャリティーショー
　　　　　　　午前の部10:00-12:00　午後の部14:00-16:00
　　　　　　　（久住公民館くじゅうサンホール）
　　　　　　・川野里子氏朗読会「遊び？本気？現代詩を楽しもう」
　　　　　　　18：30-19:30（竹田市立図書館）
12月 9日㈯　・第44回竹田市少年少女駅伝ロードレース大会
　　　　　　　9:30～開会式　9:50～スタート（竹田市総合運動公園陸上競技場）
　　　　　　・直入地域人権啓発推進講演会　13:30～（直入公民館大ホール）

月
間
・
そ
の
他

○教育・文化週間　11／1㈬～7㈫
○秋季全国火災予防運動　11／9㈭

～15㈬
○税を考える週間 11／11㈯～17㈮
○生活衛生同業組合活動推進月間
○エコドライブ推進月間
○児童虐待防止推進月間
○世界エイズデー　12／1㈮

11月13日㈪〜19日㈰は全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間です
　夫やパートナーからの暴力、職場でのセクシャルハラスメント、つきまとい（ストーカー）な
どの問題に人権擁護委員、法務局職員が相談に応じます。
☎0570-070-810（全国共通／大分地方法務局）　
※平日　午前８時30分～午後７時／土日　午前10時～午後５時
問大分地方法務局人権擁護課　☎097-532-3368
※大分地方法務局では、強化週間以外にも平日の午前８時30分か
ら午後５時15分まで「女性の人権ホットライン」専用電話（0570-
070-810）、または面談にて常時相談に応じていますので、お気軽に
ご相談ください。

●
県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー　

15
日
㈬
は「
県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー
」で
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
た
め
、「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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竹
田
温
泉  

花
水
月

オ
ー
プ
ン
記
念
感
謝
イ
ベ
ン
ト

　

竹
田
温
泉
花
水
月
は
、
平
成
13
年

11
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
開
館
17

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
記

念
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

11
月
１
日
㈬
～
５
日
㈰

※
２
日
㈭
は
休
館
日

営
業
時
間　

午
前
11
時
～
午
後
10
時

イ
ベ
ン
ト
内
容　

①
入
浴
料
金　

市
外
大
人
５
０
０
円 

市
内
大
人
３
５
０
円
が
一
律
２
０
０

円　

小
学
生
２
０
０
円
が
１
０
０
円 

６
歳
未
満
は
無
料

②
入
浴
回
数
券　

11
枚
綴
り

（
３
５
０
０
円
）が
プ
ラ
ス
１
枚
の

12
枚
／
23
枚
綴
り（
７
千
円
）が
プ

ラ
ス
３
枚
の
26
枚
／
35
枚
綴
り

（
１
万
５
０
０
円
） 

が
プ
ラ
ス
５
枚

の
40
枚

③
ス
タ
ン
プ
サ
ー
ビ
ス　

ス
タ
ン
プ

２
倍
デ
ー

問
竹
田
温
泉
花
水
月
☎
64
―

１
１
２
６

催
　
し

第
13
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

日
時　

12
月
２
日
㈯

午
前
の
部　

10
時
～
正
午（
入
場
は

９
時
か
ら
）

午
後
の
部　

２
時
～
４
時（
入
場
は

１
時
か
ら
）

場
所　

久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン

ホ
ー
ル 

送
迎
バ
ス　

午
前
９
時
と
12
時
に
市

役
所
本
庁
舎
か
ら
久
住
公
民
館
ま
で
、

午
前
・
午
後
の
シ
ョ
ー
終
了
後
に
久

住
公
民
館
か
ら
市
役
所
本
庁
舎
ま
で

運
行
し
ま
す
。
ま
た
、
送
迎
バ
ス
は

事
前
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
の
益
金
は
、

歳
末
助
け
合
い
募
金
と
合
わ
せ
て
、

年
末
に
地
域
福
祉
活
動
を
行
う
団
体

等
や
支
援
を
必
要
と
す
る
方
に
配
分

し
ま
す
。
各
自
治
会
・
各
種
団
体
・

福
祉
団
体
で
協
力
券（
１
枚
５
０
０

円
）を
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

入
場
の
際
は
必
ず
協
力
券
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
協
力
券
を
お
持
ち
で

な
い
方
も
当
日
券（
１
枚
５
０
０
円
）

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
63

―

１
５
４
４　

竹
田
市
社
会
福
祉
課 

☎
63
―

４
８
１
１

第
36
回
大
分
矯
正
展

　

大
分
刑
務
所
で
は
、
刑
務
所
な
ど

矯
正
施
設
の
業
務
内
容
等
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
刑
務
所
作
業
製
品
等

の
展
示
即
売
を
通
じ
て
、
広
く
矯
正

行
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に「
大
分
矯
正
展
」を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
12
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

場
所　

大
分
刑
務
所（
大
分
市
畑
中
）

入
場
料　

無
料（
駐
車
場
あ
り
）

内
容　

矯
正
広
報
パ
ネ
ル
・
ミ
ニ

チ
ュ
ア
居
室
の
展
示
、
ろ
く
ろ
体
験
、

革
製
品
の
製
作
体
験
、
と
ん
ぼ
玉
の

実
演
、
監
獄
カ
レ
ー
の
販
売
、
刑
務

所
作
業
製
品
の
展
示
・
販
売
な
ど

問
大
分
刑
務
所  

☎
０
９
７
―

５
４
３

―

５
１
７
７

リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
楽
し
く
♪

貯
筋
運
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

竹
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

主
催「
ニ
ュ
ー
エ
ル
ダ
ー
元
気
塾
」の

市
民
公
開
講
座
と
し
て
、「
貯
筋
運

動
体
験
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。
貯

筋
運
動
と
は
、
筋
肉
を
鍛
え
、
貯
金

の
よ
う
に
貯
め
、
歳
を
と
っ
て
も
筋

肉
を
維
持
し
て
い
こ
う
と
す
る
運
動

で
す
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
歌
を
歌
い

な
が
ら
楽
し
く
運
動
で
き
ま
す
。
ご

家
族
や
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
22
日
㈬　

午
前
９
時
～

正
午

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー

講
師　

鹿
屋
体
育
大
学
教
授　

川
西

正
志
氏

参
加
料　

５
０
０
円

申
込
締
切　

11
月
10
日
㈮

・
問
竹
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会　

☎
62
―

２
２
９
８（
阿
南
）

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー

平
成
29
年
度
子
育
て
講
演
会

　
「
動
物
と
と
も
に
生
き
る
」と
題
し

て
、
神
田
岳
委
氏（
九
州
自
然
動
物

園
ア
フ
リ
カ
ン
サ
フ
ァ
リ　

取
締
役

獣
医
師
）を
お
招
き
し
、
子
育
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
子
育
て
中
の

方
、
子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
方
、

一
緒
に
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け

ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　

11
月
19
日
㈰　

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

問
南
部
こ
じ
か
ク
ラ
ブ　

☎
63
―

１
１
０
４
／
竹
田
こ
ね
こ
ク
ラ
ブ 

☎
63
―

１
１
８
６

※
託
児
は
竹
田
市
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー「
ゆ
め
い
か
だ
」   

☎

０
９
０
―

２
０
８
４
―

７
９
１
２
ま
で

女
性
の
活
躍
を
進
め
る
た
め
の

説
明
会

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
中
小
企
業
に

お
け
る
女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
28
年
４

月
１
日
施
行
の
女
性
活
躍
推
進
法
に

基
づ
く
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策

定
・
届
出
や
、「
え
る
ぼ
し
」認
定
取

得
に
向
け
た
、
中
小
企
業
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
べ
き
か
を

女
性
活
躍
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
参
加
は

無
料
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
16
日
㈭　

午
後
２
時
30

分
～
４
時
30
分

場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
３
階　

３
０
３
号
室（
大
分
市
）

問
女
性
活
躍
推
進
セ
ン
タ
ー
東
京
事

務
局（
一
社
）女
性
労
働
協
会

☎
０
３
―

３
４
５
６
―

４
４
１
２

たけたん
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お
お
い
た
イ
ク
ボ
ス
推
進
セ
ミ
ナ
ー

　

県
で
は
、
イ
ク
ボ
ス
の
普
及
拡
大

を
図
り
、
仕
事
と
私
生
活
が
両
立
で

き
る
職
場
の
推
進
、
そ
し
て「
子
育

て
満
足
度
日
本
一
」の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
全
国
で
イ
ク

ボ
ス
が
注
目
さ
れ
て
い
る
背
景
や
そ

の
理
由
、
イ
ク
ボ
ス
の
必
要
性
、
イ

ク
ボ
ス
を
実
践
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
術
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

術
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
イ
ク
ボ
ス
と
は･･･

部
下
の
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
そ
の

人
の
キ
ャ
リ
ア
と
人
生
を
応
援
し
な

が
ら
、
組
織
の
業
績
と
結
果
を
出
し

つ
つ
、
自
ら
も
仕
事
と
私
生
活
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
経
営
者
や
上
司

の
こ
と
。

日
時　

11
月
28
日
㈫　

午
後
１
時
～

３
時

場
所　

ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
４
０
５

会
議
室（
大
分
市
）

問
大
分
県
こ
ど
も
未
来
課

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

２
７
１
２

大
分
県
内
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

フ
ェ
ア
＆
魅
力
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

　

県
で
は
、
県
内
就
職
及
び
本
県
へ

の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
、

県
外
大
学
等
に
進
学
し
た
学
生
を
対

象
に
県
内
企
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

フ
ェ
ア
と
魅
力
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。

〈
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア
〉

日
時　

11
月
18
日
㈯　

正
午
～
午
後

4
時
30
分

場
所　

福
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル　

8
階
Ａ
ホ
ー
ル（
福
岡
市
博
多
区
博

多
駅
前
２
―

10
―

19
）

対
象　

平
成
31
年
以
降
に
卒
業
予

定
の
学
生（
大
学
院
、
大
学
、
短
大
、

高
専
、
専
修
学
校
等
）　

内
容　

個
別
ブ
ー
ス
形
式
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
説
明
会

※
参
加
企
業
30
社
以
上（
予
定
）

〈
魅
力
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー
〉

日
時
・
コ
ー
ス

（
１
回
目
）12
月
26
日
㈫

・
Ｉ
Ｔ
産
業
コ
ー
ス
（
ザ
イ
ナ
ス
、

地
域
科
学
研
究
所
）

・
も
の
づ
く
り
コ
ー
ス
（
富
士
甚
醤

油
、
佐
伯
重
工
業
）

（
２
回
目
）12
月
27
日
㈬

・
営
業
職
コ
ー
ス
（
大
分
銀
行
、
豊

後
企
画
集
団
）

・
も
の
づ
く
り
コ
ー
ス
（
大
分
キ
ヤ

ノ
ン
、
大
分
デ
バ
イ
ス
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
）

内
容

・
バ
ス
車
内
で
の
ミ
ニ
講
座
「
業
界

研
究
の
コ
ツ
が
わ
か
る
！
ポ
イ
ン
ト

講
座
」
（
予
定
）

・
職
場
見
学

・
若
手
社
員
と
の
交
流
な
ど

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
者

・
大
分
県
出
身
の
平
成
31
年
３
月
県

外
大
学
等
卒
業
予
定
者

・
お
お
い
た
学
生
登
録
者

・
県
内
企
業
へ
の
就
職
に
関
心
の
あ

る
学
生
（
大
学
１
、
２
年
生
も
参
加

可
）

募
集
締
切　

12
月
10
日
㈰　

※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定

問
大
分
県
商
工
労
働
部
雇
用
労
働
政

策
課　

若
年
者
就
業
支
援
班

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

３
３
３
１
・

３
３
３
２

講
習
会

職
長（
安
全
衛
生
責
任
者
）

教
育
講
習
会

日
時　

11
月
９
日
㈭
・
10
日
㈮　

（
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

場
所　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

（
豊
後
大
野
市
役
所
２
階
）

・
（
一
社
）大
分
県
労
働
基
準
協

会
豊
後
大
野
支
部

☎
０
９
７
４
―

26
―

４
１
１
５

FAX
０
９
７
４
―

26
―

４
１
４
６

食
品
適
正
表
示
に
係
る
講
習
会

日
時　

12
月
８
日
㈮　

午
後
２
時
～

４
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
会
議
室

内
容　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
食
品
表
示
法
に
基
づ
く
表

示
及
び
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

そ
の
概
要
、
表
示
方
法
、
注
意
点
等

対
象　

食
品
の
製
造
者
、
流
通
販
売

事
業
者

受
講
料　

無
料

定
員　

30
名（
先
着
順
）

締
切　

11
月
30
日
㈭

・

竹
田
食
品
衛
生
協
会　

☎
63

―

０
６
７
７（
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

※
土
日
・
祭
日
除
く
）

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

日
時　

12
月
14
日
㈭

会
場　

大
分
県
教
育
会
館（
大
分
市

下
郡
４
９
６
―

３
８
）

受
付
期
間　

11
月
15
日
㈬
～
22
日
㈬

受
講
料　

５
５
０
０
円

定
員　

50
人

申
込
書
の
入
手
方
法

・
各
消
防
本
部
（
局
）

・
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会
の
窓

口・
日
本
防
火
・
防
災
協
会
及
び
大
分

県
消
防
設
備
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・
（
一
財
）大
分
県
消
防
設
備
安

全
協
会（
大
分
市
長
浜
町
２
丁
目
12

―

10
昭
栄
ビ
ル
４
Ｆ
）　

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

３
１
２
５

たけたん情報
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相
談
会

目
と
見
え
方
の
教
育
相
談
会

　

大
分
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚
に

関
わ
る
巡
回
教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

12
月
５
日
㈫　

午
前
10
時
30

分
～
午
後
３
時

会
場　

豊
後
大
野
市
教
育
委
員
会

対
象　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
幼
児
、

児
童
、
生
徒
、
成
人
及
び
そ
の
保
護

者
や
関
係
者（
保
育
士
、
教
員
等
）

相
談
内
容　

家
庭
で
の
接
し
方
や
、

保
育
・
教
育
・
医
療
に
関
す
る
こ
と

申
込
方
法　

希
望
者
は
市
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、「
相
談
票
」を
教
育
委
員
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
高
校
生
以
上

の
方
は
盲
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切　

11
月
15
日
㈬

問
大
分
県
立
盲
学
校（
大
分
市
金
池

町
３
―

１
―

75
）☎
０
９
７
―

５
３
２
―

２
６
３
８

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し

た
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

大
切
な
方
を
、
自
死
で
亡
く

さ
れ
た
ご
遺
族

日
時　

12
月
７
日
㈭　

午
後
２
時
～

４
時

場
所　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
大
分
市
）

参
加
料　

無
料
※
事
前
申
込
が
必
要

申
込
締
切　

11
月
30
日
㈭

・

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
０
９
７
―

５
４
１
―

６
２
９
０

お
金
の
困
り
ご
と
相
談
会

　

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
中
の
取
り
組
み
と
し
て
、

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

12
月
４
日
㈪　

佐
伯
市
役
所

12
月
11
日
㈪　

豊
後
大
野
市
役
所

12
月
12
日
㈫　

く
す
ま
ち
メ
ル
サ
ン

ホ
ー
ル

12
月
14
日
㈭　

中
津
市
役
所

※
い
ず
れ
の
日
も
午
後
１
時
～
３
時

（
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
制
）

内
容　

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
財
務

事
務
所
相
談
員
が
多
重
債
務
の
相
談
、

中
小
企
業
向
け
の
相
談
、
家
計
管
理

に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け

ま
す
。

受
付
締
切　

11
月
15
日
㈬

問
財
務
省
九
州
財
務
局
大
分
財
務
事

務
所　

多
重
債
務
相
談
窓
口

☎
０
９
７
―

５
３
２
―

７
１
８
８

親
な
き
あ
と
相
談
室

　

障
が
い
が
あ
る
方
の
家
族
の
安
心

の
た
め
に
、「
親
あ
る
あ
い
だ
」に「
親

な
き
あ
と
」の
準
備
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。（
相
談
無
料
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
土
日
祝
・
年
末
年
始
除
く
）

相
談
場
所　

ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ポ
ー
ト

in
な
お
み 

（
佐
伯
市
大
字
堅
山

３
９
０
９
―

１
）／
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
の
ぞ
み（
由
布
市
挾
間
町
挾
間

６
１
４
―

１
）

問
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
in
な
お
み 

☎
０
９
７
２
―

28
―

７
３
３
３　

ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
ぞ
み　

☎
０
９
７
―

５
４
７
―

８
１
６
２

裁
判
員
制
度

ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を
発

送
し
ま
す
！

　

裁
判
員
制
度
は
、
平
成
21
年
５
月

か
ら
施
行
さ
れ
、
平
成
28
年
に
は

６
千
人
を
超
え
る
方
が
裁
判
員
と
し

て
裁
判
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
中
に

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知

（
名
簿
記
載
通
知
）を
お
送
り
し
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
来
年
２
月
頃
か
ら
平

成
31
年
２
月
頃
ま
で
の
間
に
裁
判
所

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
裁
判
員
に
選

ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前

に
お
伝
え
し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も

り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
併
せ
て

調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
調

査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
の
事

情
を
早
期
に
把
握
し
、
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
お
送
り
す
る
も
の
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

オレンジリボンには
子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています

平成29年度推進月間標語

『いちはやく 知らせる勇気 つなぐ声』
児童虐待は社会全体で解決すべき問題です
・児童虐待を受けたと思われるお子さん

がいたら
・子育てに悩む方がいたら
・出産や育児に悩んだら
　児童相談所や社会福祉課へご連絡くだ
さい。連絡いただいた方の個人情報、秘
密事項は厳守します。

問児童相談所全国共通ダイヤル ☎189
　大分県中央児童相談所 ☎097―544―2016
　竹田市社会福祉課 ☎63―4811

11月は児童虐待防止推進月間です
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年
　
金

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切

に
保
管
を
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
そ
の

年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
納
付
し
た
保
険
料
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ

の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
29
年
１

月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料（
国
民

年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
11
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

（
ま
た
は
領
収
書
）を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め

て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
ご
家
族

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控

除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
の
う
え
、
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課　

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１

11（
い
い
）月
30（
み
ら
い
）日
は

「
年
金
の
日
」で
す

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
、
年
金
見
込
額
も
わ

か
り
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に

つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

試
　
験

平
成
29
年
度
第
２
回
消
防
設
備

士
試
験

日
時　

平
成
30
年
２
月
４
日
㈰

午
前
10
時

場
所　

大
分
大
学（
大
分
市
大
字
旦

野
原
７
０
０
番
地
）

種
類　

全
類

願
書
の
配
布　

 

・
県
内
各
消
防（
局
）本
部

 

・
大
分
県
消
防
保
安
室

 

・（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

大
分
県
支
部

受
付
期
間　

電
子
申
請　

11
月
21
日

㈫
～
12
月
９
日
㈯
／
書
面
申
請　

11

月
24
日
㈮
～
12
月
12
日
㈫

（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

大
分
県
支
部（
〒
８
７
０
―

０
０
２
３

大
分
市
長
浜
町
２
―

12
―

10　

昭
栄

ビ
ル
２
Ｆ
） 

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

０
４
２
７　

平
成
29
年
度
自
衛
官
募
集

◇
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

対
象　

中
卒（
見
込
含
む
）で
17
歳
未

満
の
男
子

受
付
締
切　
〔
推
薦
〕12
月
１
日
㈮
／

〔
一
般
〕平
成
30
年
１
月
９
日
㈫

試
験
日　

平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

会
場　

大
分
商
工
会
議
所

◇
自
衛
官
候
補
生

対
象　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

受
付　

随
時

試
験
日　

12
月
２
日
㈯

会
場　

別
府
駐
屯
地（
予
定
）

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹
田

地
域
事
務
所　

☎
63
―

３
３
２
０

労
　
働

大
分
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ

ま
し
た

　

大
分
県
最
低
賃
金（
地
域
別
最
低

賃
金
）は
、
時
間
額
７
３
７
円
に
改

正
さ
れ
、
今
年
10
月
１
日
に
発
効
し

ま
し
た
。

　

大
分
県
最
低
賃
金
は
、
正
社
員
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
め
県

内
の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、

労
働
条
件
の
改
善
や
生
活
の
安
定
の

た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

使
用
者
も
労
働
者
も
必
ず
最
低
賃
金

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部

☎
０
９
７
―

５
３
６
―

３
２
１
５

労
働
保
険
の
成
立
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か
？

　

労
働
者
が
業
務
災
害
を
被
っ
た
と

き（
労
災
保
険
）、
労
働
者
が
失
業
し

た
と
き（
雇
用
保
険
）の
た
め
に
一
人

で
も
労
働
者
を
雇
用
す
れ
ば
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
労

働
保
険
は
社
会
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
で
す
。

　

詳
し
く
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
も
し
く
は

大
分
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室（
☎

０
９
７
―

５
３
６
―

７
０
９
５
）ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

たけたん情報

公営住宅の入居者を募集します
１．公営住宅（９戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田

玉来第1団地 １ 単身可

下矢倉団地 ２
※詳しくはセン
ターへお問い合
わせください

県営下矢倉住宅 １ 世帯

荻
桜住宅（戸建） ２ 世帯
桜住宅（戸建） １ 単身可
県営桜住宅（3階建） １ 世帯

久住 さくら団地（戸建） １ 世帯

２．特定公共賃貸住宅（５戸）
地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田
七里第2団地　A棟 ２ 世帯
七里第3団地 １ 世帯

久住 白丹住宅 ２ 世帯

■申込方法
　竹田市住宅管理センター（建設課内）または
各支所地域振興課に備え付けている入居申込
書に必要事項を記入のうえ、提出してくださ
い。　
募集期間　11月6日㈪～14日㈫ ※土・日を除く
抽 選 日　11月17日㈮午前10時～（市役所本庁舎）
入居指定日　12月16日または平成30年１月５日
　　　　　 （県営は平成30年1月1日）
　次回の募集月は平成30年2月です。
　詳細は大分県住宅供給公社のホームページ
をご覧ください。
問竹田市住宅管理センター (建設課内)
☎63-4400
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各
種
制
度

農
業
者
向
け
収
入
保
険
制
度

　

農
業
者
向
け
収
入
保
険
制
度
で
は
、

自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で

な
く
、
価
格
低
下
に
よ
る
収
入
減
少

も
補
て
ん
し
ま
す
。

加
入
対
象
者　

青
色
申
告
実
施
農
業

者加
入
受
付　

平
成
30
年
10
月
開
始

※
県
内
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
相
談
窓
口

を
設
置
し
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お

い
た
公
式
サ
イ
ト（http://w

w
w

.
nosai-oita.jp/oita/

）に
詳
し
い
制

度
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
大
分
県
農
業
共
済
組
合 

本
所
収

入
保
険
対
策
室  

☎
０
９
７
―

５
４
４

―

８
１
１
０  

南
部
支
所
竹
田
出
張
所 

☎
63
―

２
８
２
５

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退

共
）の
退
職
金
請
求

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
に
従
事
し
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
当
時
、
林
退
共

制
度
に
加
入
し
て
い
た
、
も
し
く
は

加
入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
方
で
、

退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た
心
当
た

り
の
な
い
方
は
、
退
職
金
を
ま
だ
受

け
取
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
当
時

の
加
入
の
有
無
に
つ
い
て
も
確
認
を

行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構 

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部　

☎
０
３
―

６
７
３
１
―

２
８
８
７

竹
田
市
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に 

習
慣
に
」

（
平
成
29
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語
）

　

11
月
９
日
㈭
か
ら
15
日
㈬
の
間
、

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
期
間
中
は
消
防
団
に
よ
る

火
災
防
御
訓
練
や
、
消
防
車
輌
に
よ

る
防
火
広
報
を
行
い
、
火
の
用
心
を

呼
び
か
け
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥

し
、
暖
房
器
具
等
の
使
用
も
増
え
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
り

ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

竹
田
市
で
は
、
今
年
24
件
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す（
９
月
末
現
在
）。

出
火
原
因
の
多
く
が
、
枯
れ
草
等
の

焼
却
中
に
周
囲
に
延
焼
し
、
火
災
に

な
っ
た
も
の
で
す
。
枯
れ
草
等
を
焼

却
す
る
場
合
は
、
消
防
署
へ
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
各
支
所
・
消
防
署

で
は
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー
の
貸
出

を
行
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

（
交
換
）と
点
検
を
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
化
と
な
り
、
11
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
設
置
し
て
10
年
以
上
が
経
過
し

て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
内

部
の
電
子
部
品
の
劣
化
が
進
ん
で
い

る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
本
体
の
交

換
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　

交
換
時
期
が
表
示
さ
れ
て
い
る
警

報
器
は
、
期
限
ま
で
に
交
換
し
て
く

だ
さ
い
。
中
に
は
交
換
時
期
を
音
や

光
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
種
も
あ
り

ま
す
の
で
、
取
扱
説
明
書
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
の
ほ
と

ん
ど
は
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
す
。
逃

げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
消
防
本
部
警
防
課

☎
63
―

０
１
１
９

平成30年度の大学奨学生を募集します
　奨学金は無利子の貸与です。申込者の中から里見奨学金（給付）に推薦し
ます（理工系学部）
出願資格　保護者等が県内に住所を有し、学校教育法第１条に規定する大
学及び短期大学（通信により教育を行う課程、別科、専攻科及び大学院を除
く）に在学、または進学を希望し、優秀な資質を有し、経済的理由により就
学困難な方
出願期間　11月１日㈬～12月28日㈭　※消印有効
貸与期間　平成30年４月から在学する学校の正規の最短修業期間

〈募集人員及び貸与月額〉
一般奨学金 伊藤隼人・マサ代・孝子奨学金

募集人員　100名 募集人員　５名（１年生）
貸与金額（月額） 貸与金額（月額）

学校区分 自宅 自宅外 学校区分 自宅 自宅外
国公立大学

（　）内は短大
39,000円

（39,000円）
43,000円

（43,000円） 国公立大学 50,000円 50,000円

私立大学
（　）内は短大

46,000円
（45,000円）

54,000円
（51,000円） 私立大学 59,000円 69,000円

問（公財）大分県奨学会　☎097-506-5620
〒870-0021　大分市府内町3-10-1　大分県庁舎別館７階
http://www.d-b.ne.jp/syogaku/
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豊
肥
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

つ
つ
が
虫
病
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
！ 

　

つ
つ
が
虫
は
ダ
ニ
の
一
種
で
、
山

間
部
や
田
畑
に
生
息
し
ま
す
。
11
月

か
ら
12
月
は
つ
つ
が
虫
病
が
多
く
発

生
す
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

発
熱
・
つ
つ
が
虫
の
刺
し
口
・
発

疹
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、
す
ぐ
に

病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
方
法
】

①
発
生
時
期
に
は
汚
染
地
域（
山
間

部
）に
入
ら
な
い
。

②
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・
長
靴
・
手
袋

を
着
用
し
、
肌
の
露
出
を
減
ら
す
。

③ 

皮
膚
の
露
出
部
位
に
は
、
ダ
ニ

忌
避
剤
を
塗
用
す
る
。

④
脱
い
だ
上
着
や
タ
オ
ル
は
、
地
面

や
草
の
上
に
置
か
な
い
。

⑤
草
の
上
に
座
っ
た
り
、
寝
転
ん
だ

り
し
な
い
。

⑥
帰
宅
後
は
入
浴
し
、
脱
い
だ
衣
類

は
す
ぐ
に
洗
濯
す
る
。

問
豊
肥
保
健
所
地
域
保
健
課

☎
０
９
７
４
―

22
―

０
１
６
２
㈹

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す

る
無
料
健
康
診
断

　

大
分
県
で
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者

二
世
の
方
を
対
象
と
し
た
健
康
診
断

を
委
託
医
療
機
関
に
お
い
て
実
施
し

ま
す
。
健
康
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
豊
肥
保
健
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象
者　

両
親
、
ま
た
は
そ
の
ど
ち

ら
か
が
原
子
爆
弾
被
爆
者
で
、
県
内

に
お
住
ま
い
の
方

申
込
締
切　

12
月
１
日
㈮

・

豊
肥
保
健
所（
豊
後
大
野
市

三
重
町
市
場
９
３
４
―

２
）  

☎
０
９
７
４
―

22
―

０
１
６
２
㈹

探
し
て
い
ま
す

ご
家
庭
に
未
登
録
の
象
牙
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

環
境
省
で
は
、
国
内
に
あ
る
象
牙

の
在
庫
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
ま
す
。

所
持
し
て
い
る
だ
け
で
あ
れ
ば
違
法

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
録
さ
れ
て

い
な
い
象
牙
を
売
っ
た
り
あ
げ
た
り

す
る
の
は
違
法
で
す
。

　

未
登
録
の
象
牙
を
お
持
ち
の
方
は
、

次
の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
全
形
を
保
持
し
た
象
牙

の
み
が
登
録
の
対
象
で
す
。
印
鑑
や

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
象
牙
製
品
は
登

録
対
象
外
と
な
り
ま
す
）

問
象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
務
局　

☎
０
３
―

６
６
５
９
―

４
６
６
０（
土
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
10
時
～
午
後
５
時
）

※
な
お
、
所
有
者
死
亡
に
よ
る
近
親

者
へ
の
相
続
は
違
法
に
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
そ
の
後
販
売
等
を
す
る
場

合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
象
牙
以
外
の
国
際
希

少
野
生
動
植
物
種
の
登
録
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

文
化
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
朗
読
会
」を
開
催
し
ま
す

―
遊
び
？ 

本
気
？  

現
代
詩
を
楽
し
も
う
―

　

竹
田
市
出
身
の
歌
人
川
野
里
子
さ

ん
に
よ
る
詩
の
朗
読
会
を
行
い
ま
す
。

  

「
谷
川
俊
太
郎
詩
集
」「
平
田
俊
子
詩

集
」を
取
り
上
げ
、
朗
読
と
解
説
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
一
緒
に
現
代
詩

の「
音
」を
楽
し
む
１
時
間
で
す
。
ぜ

ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
当
日
参
加
可

日
時　

12
月
2
日
㈯　

午
後
６
時
30

分
～
午
後
７
時
30
分

会
場　

竹
田
市
立
図
書
館 

参
加
料　

無
料

・

竹
田
市
文
化
政
策
課　

☎
63

―

４
８
３
７

たけたん情報

「地元で働いてみませんか？」
求人情報  

ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク   ☎63-1101
①一般作業員３人17.5～25万円
②看護師１人15～20万円
③調理員１人14.5～15万円
④生コン車運転手１人17.5～19.5万円
⑤ホテルスタッフ１人13.4～15.1万円
⑥営業１人16～18万円
⑦一般事務１人13～15万円
⑧フロント・接客１人18～25万円
⑨２ｔダンプ運転手１人17.5～20万円
⑩ＬＰガス配達員１人14～20万円
⑪施工管理補助１人15～18万円
⑫畜産作業員１人20万円

〔パート求人〕（時給）
⑬介護職員２人800～1000円
⑭販売スタッフ１人750円
⑮清掃業務員１人1066円
⑯接客係１人900円
⑰一般事務員１人740～800円
⑱袋詰め作業員１人740～750円
⑲事務及び旅館業務補助１人1000～1050円
⑳測量補助10人1100～1125円
㉑レストラン接客及び調理作業者３人750～800円
㉒ホール係員１人1200～1500円
㉓正・准看護師２人750～800円
㉔運搬作業員１人1250円

11/27㈪・28㈫は竹田にGo!
　竹田の城下町に佐伯で人気のcoffee5がやっ
てきます。オーナーの内田豪さんが「和菓子と
自分の珈琲を合わせてみたい！」という一言で
実現した今回のイベント。
　ぜひこの機会に、珈琲と和菓子のマリアー
ジュをお楽しみください。
日時　11月27日㈪・28日㈫
　　　午前11時～午後６時
場所　但馬屋老舗（竹田市竹田町）
問泉水カフェ（泉水お接待の会）
　☎090-2746-9706（佐藤）
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滞
納
整
理
の
基
本
方
針

滞
納
は
、
納
税
し
て
い
る
人
と

の
公
平
性
を
欠
く
行
為

◆
徹
底
し
た
財
産
調
査
を
実
施
し
、

納
税
資
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

納
税
し
な
い
方
に
対
し
て
は
、
滞
納

処
分
を
執
行
し
ま
す
。

◆
ま
た
、
一
般
的
な
財
産
調
査
で
財

産
が
発
見
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

強
制
的
に
滞
納
者
の
住
居
に
立
ち
入

り
、
差
し
押
え
る
べ
き
財
産
を
探
す

「
家
宅
捜
索
」を
行
い
ま
す
。

◆
集
金
は
行
い
ま
せ
ん
。
税
は
自
主

的
納
税
が
原
則
で
あ
り
、
納
期
内
に

納
税
し
て
い
る
方
は
自
ら
納
め
て
い

る
の
に
、
滞
納
し
て
い
る
方
に
対
し

て
集
金
に
行
く
と
い
う
行
為
は
不
公

平
に
な
り
ま
す
。
お
身
体
の
不
自
由

な
方
に
つ
い
て
は
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す
。

◆
過
去
の
税
金
に
つ
い
て
は
、
原
則

一
括
納
付
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

財
産
調
査
に
よ
り
資
力
が
厳
し
い
と

「
竹
田
市
」が
判
断
し
た
場
合
は
分
割

納
付
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
分

割
納
付
は
原
則
１
年（
条
件
に
よ
っ

て
は
最
長
２
年
以
内
）と
な
り
ま
す
。

　

分
納
誓
約
を
遵
守
し
て
い
て
も
、

財
産
を
発
見
し
た
場
合
は
差
押
え
を

実
施
し
ま
す
。

◆
延
滞
金
は
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

条
件
以
外
、
減
免
等
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

◆
特
に
高
額
の
滞
納
者（
50
万
円
以

上
）に
対
し
て
は
、
最
優
先
で
滞
納

処
分
を
行
い
ま
す
。
先
述
し
ま
し
た

よ
う
に
、
家
宅
捜
索
も
積
極
的
に
実

施
し
ま
す
。

納
税
で
き
な
い
理
由
に
な
り
ま

せ
ん（
地
方
税
法
第
14
条　

税
金
は

全
て
の
債
務
に
優
先
す
る
）

●
住
宅
や
車
の
ロ
ー
ン
な
ど
の
自
己

の
資
産
形
成
を
優
先
し
て
、
税
金
を

後
回
し
に
し
て
い
る
方

　

ロ
ー
ン
は
、
総
収
入
か
ら
生
活
費

と
税
、
保
険
料
な
ど
を
差
引
い
た
金

額
で
組
む
の
が
社
会
の
常
識
で
す
。

　

収
支
の
見
直
し
や
返
済
先
へ
の
期

間
延
長
等
の
申
し
出
、
債
務
整
理
な

ど
、
自
分
自
身
で
で
き
る
こ
と
が
あ

る
は
ず
で
す
。

事
前
連
絡
や
承
諾
な
し
に
、
財

産
を
調
査
し
差
押
え
も
可
能

●
法
律（
地
方
税
法
第
３
３
１
条
）で

は
、
納
期
限
が
過
ぎ
た
後
、
督
促
状

を
発
送
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま

で
に
完
納
さ
れ
な
い
場
合
は
、
財
産

の
差
押
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、

本
人
に
対
し
て
、
事
前
の
連
絡
や
そ

の
同
意
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

滞
納
し
た
ま
ま
放
置
せ
ず
、
事
情

の
あ
る
人
は
必
ず
納
付
相
談
を

　

病
気
や
失
業
、
事
業
の
廃
止
な
ど

や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
税

金
を
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
人
は
、
納
期
内
に
税
務
課
特
別
収

納
推
進
室
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
状
況
な
ど
を
聴
き
取
っ
た
う

え
で
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば

徴
収
の
猶
予
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
虚
偽
の
申
し
出

や
納
付
計
画
を
守
ら
ず
に
不
履
行
に

な
っ
た
場
合
は
、
滞
納
処
分
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

問
竹
田
市
税
務
課
特
別
収
納
推
進
室

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
２
３
）

　
　
　
　
　
　
　

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
実
績
で
は
、
年
間
約

2
万
通
の
督
促
状
を
送
付
し
て
お
り
、

約
2
０
0
万
円
の
経
費
が
か
か
っ
て

い
る
の
が
実
態
で
す
。
納
付
い
た
だ

く
皆
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
気
を
付
け
て

納
期
内
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

多
く
の
経
費
節
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

税
の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
期
ご

と
に
納
め
に
行
く
時
間
や
手
間
が
か

か
ら
ず
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
簡
単
。

振
り
替
え
を
始
め
た
い
納
期
限
の
前

月
15
日
ま
で
に
通
帳
と
届
出
印
を

持
っ
て
市
内
の
指
定
金
融
機
関
ま
た

は
市
役
所
税
務
課
・
各
支
所
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
税
務
課
管
理
係

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

法
律
に
基
づ
い
た
滞
納
整
理
を
徹
底
し
て
い
ま
す

滞納整理を徹底しています
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子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
し
ゃ
ぼ

ん
だ
ま
の
会
」は
、
平
成
12
年
２
月

に
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
卒

業
生
で
結
成
さ
れ
、
子
育
て
を
し
て

い
る
保
護
者
の
方
た
ち
が
安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
よ
う
、
各
種
子
育
て

サ
ー
ク
ル
と
の
交
流
や
講
演
会
の
託

児
等
を
行
い
、
特
に
障
が
い
児
を
持

つ
親
や
他
国
か
ら
嫁
い
で
き
た
母
親

へ
の
支
援
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
竹
田
市
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー「
ゆ
め
い
か
だ
」に
よ
る

託
児
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
り
、
５

歳
児
健
診
で
小
麦
粉
粘
土
を
使
っ
た

遊
び
の
支
援
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
児
を
持
つ
親
の
会「
ひ
だ

ま
り
の
会
」や「
外
国
人
妻
の
会
」と

の
交
流
や
会
員
相
互
の
親
睦
を
兼
ね

た
研
修
会
も
大
き
な
楽
し
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
活
動
の
幅
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
の
会
員
の
強
い
思
い
が

あ
り
ま
す
の
で
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

へ
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
会
へ
は
講
座
の
卒
業
に
限
ら

ず
、
ど
な
た
で
も
加
入
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
子
育
て
支
援
に
関
心
が
あ

る
方
の
ご
連
絡
も
会
員
一
同
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
保
険
健
康
課

☎
63
―

４
８
１
０

市民が主役！

健康一直線
  第４回   時代の変遷を経ながら子育て支援

「しゃぼんだまの会」

←５歳児健診での
　遊びの支援

休日・夜間の在宅当番医院／健康一直線

休日及び夜間の在宅当番医院

11月の在宅当番医院
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈬ 佐藤医院 ☎68-2005 16㈭ 竹田診療所 ☎62-4014

２㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 17㈮ 柚須医院 ☎63-2016

３㈮ 竹田医師会病院 ☎63-3241 18㈯ 大久保病院 ☎64-7777

４㈯ 大久保病院 ☎64-7777 19㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

５㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 20㈪ 道全内科 ☎63-2270

６㈪ 道全内科 ☎63-2270 21㈫ 志賀内科 ☎63-2083

７㈫ 志賀内科 ☎63-2083 22㈬ 竹田医師会病院 ☎63-3241

８㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 23㈭ 大久保病院 ☎64-7777

９㈭ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 24㈮ 加藤病院 ☎63-2338

10㈮ 竹田クリニック ☎64-9000 25㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

11㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 26㈰ 大久保病院 ☎64-7777

12㈰ 大久保病院 ☎64-7777 27㈪ 道全内科 ☎63-2270

13㈪ 道全内科 ☎63-2270 28㈫ 志賀内科 ☎63-2083

14㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 29㈬ 秦医院 ☎63-2246

15㈬ 志賀内科 ☎63-2083 30㈭ 伊藤医院 ☎75-2222

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前

に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休

日当番病院を受診してください。

※当番医の情報についてはケーブルテレビのデータ放送「休日当
番医」に掲載しています。また、竹田市消防署（☎ 63-0119）で
も確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

11／３㈮ 長湯ごとう歯科 ☎75-3001
11／５㈰ 竹下歯科医院 ☎62-2662
11／12㈰ 歯科筑紫医院 ☎76-0024
11／19㈰ ふじさわ歯科医院 ☎64-1118
11／23㈭ まつもと歯科クリニック ☎62-2400
11／26㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263

　※診療時間　9：00～12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

11／ ３㈮ 豊後大野市民病院
11／ ４㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
11／ ５㈰ 豊後大野市民病院
11／11㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
11／12㈰ 豊後大野市民病院
11／18㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
11／19㈰ みやわき小児科
11／23㈭ 豊後大野市民病院
11／25㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
11／26㈰ 豊後大野市民病院
12／２㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
12／３㈰ 豊後大野市民病院

㉄豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12：00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合が
あります。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）に
電話でご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ
用意された約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表について
は、大分県豊肥保健所のホームページのお知らせ欄にも掲載しています。
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本
園
は
、キ
リ
ス
ト
教
の
保
育
園

で
す
。
１
日
が
お
祈
り
で
始
ま
り
、

神
様
に
守
ら
れ
感
謝
し
な
が
ら
過
ご

し
て
い
ま
す
。
神
様
に
愛
さ
れ
友
だ

ち
や
保
育
士
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
人
間
と
し
て

の
基
礎
が
培
わ
れ
る
よ
う
に
、
絵
本

の
読
み
き
か
せ
・
食
育
・
ふ
れ
あ
い

あ
そ
び
・
運
動
あ
そ
び
の
４
つ
の
柱

を
中
心
に
保
育
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
30
年
近
く
取
り
組
ん
で
き
た
絵

本
の
読
み
き
か
せ
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　

０
歳
児
か
ら
４
歳
児
ま
で
毎
日
読

ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
お
祈
り
と

同
じ
よ
う
に
絵
本
で
始
ま
り
絵
本
で

終
わ
り
、
食
事
・
睡
眠
と
同
じ
よ
う

に
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
当
に
絵
本
が
大
好
き

で
す
。
長
い
間
読
み
継
が
れ
て
き
た

よ
い
絵
本
を
選
び
、
年
令
に
あ
っ
た

も
の
を
読
ん
で
い
ま
す
。
０
歳
児
は

「
じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
び
り
び
り
」か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、４
歳
児
に
な
る
と「
も
も

い
ろ
の
き
り
ん
」、そ
し
て
い
ろ
い
ろ

な
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
が
聞
け
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
正
確
で
美
し
い

言
葉
を
聞
き
な
が
ら
、
目
を
輝
か
せ

集
中
し
、
絵
と
い
う
文
字
を
読
ん
で

絵
本
の
世
界
に
入
り
込
み
、
登
場
人

物
と
同
じ
こ
と
を
経
験
し
て
、う
れ

し
く
な
っ
た
り
悲
し
く
な
っ
た
り
し
、

ま
た
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
を
経
験
し

心
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
人
の
気
持

ち
も
痛
み
も
わ
か
る
の
で
す
。
そ
れ

に
こ
と
ば
の
力
も
育
ま
れ
て
い
き
ま

す
。
将
来
、
人
と
の
関
わ
り
の
中
で

生
き
て
い
く
た
め
の
基
礎
が
で
き
て

い
く
の
で
す
。

　

ま
た
絵
本
の
貸
し
出
し
も
行
い
、

家
庭
で
も
読
み
き
か
せ
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
寝
る
前
ひ
ざ
の

上
で
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
、
子
ど

も
に
と
っ
て
幸
せ
な
時
間
で
す
。
親

子
の
絆
を
深
め
て
ほ
し
い
で
す
。

　

運
動
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、

絵
本
を
題
材
に
し
て
競
技
・
劇
を
考

え
、
登
場
人
物
に
な
り
き
り
楽
し
み

ま
す
。
そ
し
て
保
育
士
も
そ
の
楽
し

さ
を
共
有
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
絵
本
と
い
う

心
の
栄
養
を
た
っ
ぷ
り
与
え
、と
も

に
神
様
に
守
ら
れ
な
が
ら
絵
本
の
あ

る
毎
日
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
将
来
、
心
豊
か

な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
金
丸　

敦
子
）

　

国
際
化
や
情
報
化
が
進
み
、
ボ
ー

ダ
ー
レ
ス［
境
界
や
国
境
が
な
い
］社

会
が
到
来
す
る
と
と
も
に
、
外
国
と

の
交
流
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

大
分
県
で
は
、
生
活
す
る
外
国
人

や
観
光
旅
行
で
訪
れ
る
韓
国
や
台
湾

な
ど
ア
ジ
ア
の
人
々
が
増
加
し
、
と

り
わ
け
、
別
府
市
に「
立
命
館
ア
ジ

ア
太
平
洋
大
学
」が
開
校
さ
れ
て
か

ら
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
か
ら
多

く
の
外
国
人
留
学
生
が
県
内
で
生
活

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
県
内
外
を
問
わ
ず
国
際

化
が
進
展
す
る
中
で
、
言
語
、
宗

教
、
習
慣
等
の
違
い
か
ら
、
外
国
人

を
め
ぐ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

外
国
人
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、

家
主
や
仲
介
業
者
の
意
向
に
よ
り
、

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
居
さ

せ
な
い
と
い
う
差
別
的
取
り
扱
い
が

な
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
の
国
・
民
族
を
排は
い

斥せ
き
す
る
差
別
的
な
言
動（
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
）も
あ
り
、
昨
年
５
月
に
は
、

「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な

差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
対
策
法
）も
成
立
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
国
際
社
会
の
一
員
と

し
て
言
語
、
宗
教
、
習
慣
等
の
違
い

を
越
え
、
外
国
人
の
持
つ
文
化
や
価

値
観
な
ど
、
多
様
性
を
お
互
い
に
認

め
合
い
、
と
も
に
生
き
て
い
く
社
会

を
構
築
し
、
尊
重
し
合
う
意
識
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
更
に
大
切
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

問
竹
田
市
生
涯
学
習
課

☎
63
―

４
８
１
７

絵
本
と
と
も
に

今
月
の
学
び
舎　

小
羊
保
育
園

↑保育参観日

↑０歳児クラスでの読みきかせ

↑２歳児クラスでの読みきかせ

学び舎／人権シリーズ ぬくもり

31

外国人の人権について

人
権
等
に
関
す
る
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す

　

竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
課
で

は
、
同
和
・
女
性
・
子
ど
も
・
高
齢

者
・
障
が
い
者
・
外
国
人
・
医
療
等

の
人
権
に
関
す
る
相
談
や
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

電
話
で
も
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

悩
み
ご
と
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
何
で

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
人
権
・
同
和
対
策
課　

☎
63
―
１
１
１
１（
内
線
２
９
０
）
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【一般の本】
・宗麟の海（ＮＨＫ出版）　　　　　　　　　　　安部龍太郎
・ホワイトラビット（新潮社）　　　　　　　　　伊坂幸太郎
・風神雷神　風の章　雷の章（講談社）　　　　　柳 　   広司
・日航123便墜落の新真実  （河出書房新社）       　青山　透子
・アナログ（新潮社）　　　　　　　　　　　　　ビートたけし
・カミサマホトケサマ国東半島（冬青社）　　　　船尾　　修
・擬   ＭＯＤＯＫＩ−「世」あるいは別様の可能性−（春秋社）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松岡　正剛
・酒のやめ方講座（社会評論社）　　　　　　　　中本　新一

【子どもの本】
・こどもってね……（きじとら出版）
　　　　　　　　　　　　　　ベアトリーチェ・アレマーニャ
・てんこうせいはワニだった！（こぐま社）　　　おの　りえん
・にちようびは名探偵（偕成社）　　　　　　　　杉山　　亮
・和食のえほん（ＰＨＰ研究所）　　　　　　　　江原　絢子
・しゃっくりくーちゃん（白泉社）　　　　　　　岡田　千晶
・落ち葉のふしぎ博物館（少年写真新聞社）　　　盛口　　満

　他250冊ほど入りました。

11

http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊のご案内

今
月
の
読
み
聞
か
せ

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

毎
週
火
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～
11
時　

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
お
は
な
し
ル
ー
ム
」

11
月
２
日
㈭　

南
部
幼
稚
園

11
月
16
日
㈭　

竹
田
幼
稚
園

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
２
時
30
分

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
・
土
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
等

司書おすすめの一冊

　視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚という人間が持
つ五感すべてを使って楽しむ茶の湯だからこそ見
えてくる世界がある。茶の湯というフィルターを
通して日本文化の奥深さを語る一冊です。 
　素敵なカラー写真も多数掲載されていますので
合わせてお楽しみください。

　「夜寝る前に、子どもに読んであげられる絵
本！安心して眠りにつける絵本ーそれがこの
絵本づくりで大切にしたいことのひとつでし
た」と、作者のひとり浜田桂子さんが講演会で
読み聞かせてくれた想いが詰まった一冊です。 
こどもたちをまもるために……。

　服は着る薬ー服飾デザイナーの鶴丸礼子さんが第
50回吉川英治文化賞を受賞されたことを記念して刊
行された一冊です。 
  「多くの障がい者や高齢者に＂着る喜び＂を届けられ
るように」との思いがこの写真集に込められていま
す。竹田の方々がモデルになっていますので、ぜひ
ご覧ください。

「日本の五感　小堀遠州の美意識
に学ぶ」　小堀　宗実

「だれのこどももころさせない」
西郷　南海子・浜田　桂子

「鶴丸メソッドメディカルファッション」  
鶴丸　礼子

一般の本

子どもの本

郷土の本

■竹 田 市 立 図 書 館　TEL & FAX  63-1048
■荻駅交流館図書室　TEL & FAX  68-2200
■久   住   図   書   室　TEL 76-0717   FAX 76-0724
■直   入   図   書   室　TEL 75-2211   FAX 75-2217

　秋が深くなってきました。図
書館では第４週目を除く毎週金
曜日に開館時間を１時間延長し
て午後7時まで開館しています。
　晩秋の夜のひとときを図書館
で過ごされてはいかがですか！
　ご来館をお待ちしています。

11
月
か
ら
荻
・
久
住
・
直
入

の
図
書
室
に
新
鮮
な
図
書
を

届
け
ま
す

　

荻
駅
交
流
館
図
書
室
・
久
住
図
書

室（
久
住
公
民
館
内
）・
直
入
図
書
室

（
直
入
支
所
内
）は
、
旧
３
町
公
民
館

図
書
室
か
ら
引
き
継
い
だ
後
に
、
新

し
い
本
が
十
分
に
補
充
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
古
い
も
の
が
多
く
、
利
用
者

に
と
っ
て
魅
力
的
と
は
言
い
が
た
い

状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
３
図
書
室
の
充
実
を

図
り
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
お
近
く

の
図
書
室
で
お
気
に
入
り
の
一
冊
を

見
つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
11
月

か
ら
定
期
的
に
市
立
図
書
館
の
新
鮮

な
図
書
を
届
け
ま
す
。
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

図
書
館
に
行
か
ず
に

本
を
借
り
る

　

皆
さ
ん
は
、
わ
ざ
わ
ざ
市
立
図
書

館
ま
で
行
か
ず
に
本
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

読
み
た
い
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市

立
図
書
館
へ
の
電
話
一
本（
☎
63

―

１
０
４
８
）で
予
約
で
き
ま
す
し
、

荻
・
久
住
・
直
入
図
書
室
に
備
え
付

け
て
い
る
リ
ク
エ
ス
ト
用
紙
で
リ
ク

エ
ス
ト
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
も
可
能

で
す
。

　

予
約
し
た
本
は
荻
・
久
住
・
直
入

の
図
書
室
で
受
け
取
り
が
で
き
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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↑竹田市エネルギー戦略アドバイザーに就任した原田達朗教授

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

　

突
然
の
解
散
に
伴
っ
て
の
衆
議
院
選
挙
が
終
わ
っ

た
。
北
朝
鮮
問
題
や
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
賛
否
が

問
わ
れ
た
か
と
思
え
ば
、
い
つ
の
間
に
か
政
党
の
離

合
集
散
が
話
題
に
な
っ
て
与
党
野
党
と
も
に
非
難
合

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
終
盤
は
日
本
の

未
来
に
対
す
る
課
題
に
ど
う
対
応
す
る
か
に
的
が
絞

ら
れ
た
感
が
し
た
。

　

新
聞
報
道
で
も
、「
少
子
化
は
有
事
だ
」と
い
う
活

字
が
見
ら
れ
た
。
今
回
、
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
た

の
は
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
は
大
都
市
の
関
心
事
だ
け
に

偏
重
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
私
は
地
元
紙
に
加
え

て
、
中
央
紙
、
特
に
辛
口
系
の
Ｓ
紙
を
読
み
込
む
。

竹
田
市
内
で
二
人
だ
け
し
か
読
ん
で
い
な
い
ら
し
い

が
、
全
国
レ
ベ
ル
の
視
点
が
見
え
て
興
味
深
い
の
だ
。

　

実
は
日
本
と
い
う
国
が
直
面
し
て
い
る
最
大
課
題

が
少
子
、
高
齢
化
に
あ
り
、
ま
た
教
育
費
の
無
料
化

が
急
務
で
あ
る
と
い
う
視
点
、
さ
ら
に
は
高
齢
化
社

会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
膨
張
す
る
社
会
保
障
の
経
費

を
ど
う
生
み
出
し
て
い
く
の
か
。「
国
難
」と
表
現
し

て
も
大
げ
さ
で
は
な
い
課
題
に
本
気
で
向
き
合
う
姿

が
見
え
た
と
い
う
意
味
で
、
今
回
の
選
挙
は
価
値
が

あ
っ
た
と
思
う
。

　

こ
れ
ま
で
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

認
識
が
甘
く
、
高
齢
化
は
ま
だ
先
の
問
題
だ
と
考
え

て
き
た
政
界
も
、
日
本
列
島
が
抱
え
る
課
題
の
重
大

さ
に
よ
う
や
く
気
付
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

か
ろ
う
。

　

さ
て
、
も
う
ひ
と
つ
の
大
切
な
視
点
は
国
の
財
政

状
況
、
そ
し
て
地
方
自
治
体
の
財
源
に
対
す
る
備
え

の
こ
と
で
あ
る
。
人
口
が
少
な
く
な
る
と
国
か
ら
の

交
付
税
は
減
り
、
そ
の
一
方
で
高
齢
化
が
進
む
と
医

療
費
は
増
大
し
、
竹
田
市
の
よ
う
な
地
方
都
市
は
地

方
税
も
減
る
の
で
運
営
が
厳
し
く
な
る
。
そ
ん
な
時

代
が
到
来
し
て
も
基
金（
貯
金
）を
取
り
崩
し
て
乗
り

切
ろ
う
と
す
る
の
だ
が
、
現
状
の
ま
ま
で
推
移
す
る

と
、
遅
か
れ
早
か
れ
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
は
基
金

枯
渇
と
い
う
憂
き
目
に
合
う
の
は
間
違
い
の
な
い
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
ど
う
す
る
か
。
自
治
体
の
経
営
力
を
発
揮
す

る
時
代
が
到
来
し
た
！
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
主
軸
に
な
る
の
が
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
電
気
事
業
で
あ
る
。
竹
田
市
で
は
、
私
が
就
任
し

て
間
も
な
く
バ
イ
オ
マ
ス
・
タ
ウ
ン
構
想
を
立
ち
上

げ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
具
体
的
に
実
践
に
移
す

べ
く
調
査
研
究
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
総

務
省
か
ら「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
事
業
」を
お
こ
な
う
自
治
体
に
採
択
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
全
国
で
３
市
の
み
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に

よ
り
、
牛
・
豚
・
鶏
な
ど
の
家
畜
の
糞
尿
を
活
用
す

る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
導
入
を
研
究
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
環
境
問
題
を
一
挙
に
解
決
で
き
れ
ば
そ
の

相
乗
効
果
は
す
こ
ぶ
る
高
い
。

　

さ
ら
に
、
経
済
産
業
省
か
ら
は
発
電
事
業
者
を
育

成
す
る
た
め
の「
ま
ち
エ
ネ
大
学
」の
開
催
地
に
指
定

さ
れ
た
。
全
国
５
箇
所
だ
け
の
開
催
地
の
一
つ
に
選

定
さ
れ
た
の
だ
。

　

こ
れ
ら
の
作
業
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
は
、
九
州
大

学
の
原
田
達
朗
教
授
に
就
任
い
た
だ
い
た
。

　

終
局
的
に
目
指
す
の
は
何
か
。

　

ま
ず
、「
新
産
業
創
出
に
よ
る
若
者
の
雇
用
対
策

と
移
住
者
の
増
加
を
ね
ら
う
」と
い
う
こ
と
。
二
つ

目
は「
電
力
事
業
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
」が

あ
る
。
具
体
例
と
し
て
は
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
企

画
運
営
や
維
持
管
理
費
へ
の
充
当
、
図
書
館
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
歴
史
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

の
運
営
や
施
設
管
理
な
ど
の
経
費
へ
の
支
援
、
さ
ら

に
は
教
育
や
社
会
保
障
費
の
増
大
に
関
係
す
る
経
費

へ
の
補
填
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

　

竹
田
市
に
は
、
す
で
に
小
さ
い
な
が
ら
経
験
値
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
荻
町
の
ソ
ー
ラ
ー
施
設
か
ら
得
ら

れ
る
収
益
を
活
用
し
た「
市
民
提
案
型
地
域
活
力
創

造
事
業
」の
実
践
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
得
ら
れ
た
お

金
を
見
え
な
い
財
源
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
持
続

可
能
な
市
民
生
活
の
充
実
」を
生
み
出
す
た
め
に
使

う
と
い
う
構
想
に
基
づ
い
た
実
践
だ
。
そ
の
効
果
は

小
さ
く
な
い
。

　

全
国
に
先
駆
け
て
展
開
で
き
る「
自
治
体
の
自
立
」

を
実
現
さ
せ
る
道
が
拓
か
れ
つ
つ
あ
る
。

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

少
子
・
高
齢
化
・
過
疎
化
を
乗
り
越
え
る
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書
写
書
道
の
部

朝
倉
文
夫
奨
学
会
長
賞　

西　

真
由
子
（
竹
田
高
１
年
）

（
一
財
）田
能
村
竹
田

顕
彰
会
理
事
長
賞

西　

貴
史
（
竹
田
高
３
年
）

大
分
県
知
事
賞　

原
田　

紗
希
（
竹
田
南
部
中
３
年
）

文
部
科
学
大
臣
賞　

樋
田　

弥
生
（
中
津
北
高
３
年
）

文
部
科
学
大
臣
賞

髙
野　

優
來
（
青
江
小
６
年
）

絵画の部

竹田市長賞
吉松　大樹（宮城台小４年）

毎日新聞社賞
本田　瑞葵（城原小５年）

九州アルプス商工会会長賞
佐藤　美穂（豊岡小６年）

大分県知事賞
羽田野　愛士（竹田小１年）

大分県造形教育研究会長賞
熊谷　香乃（竹田中２年）

竹田市美術協会長賞
本田　椛（城原小４年）

大分県教育委員会教育長賞
佐藤　詩乃（竹田南部中１年）

竹田市議会議長賞
田北　隆治（宮城台小５年）

毎日新聞社賞
木元　光人（豊岡小３年）

竹田市造形教育研究会長賞
姫野　桜子（直入小５年）

竹田ライオンズクラブ会長賞
渡邉　教（宮城台小２年）

　

今
回
の
画
聖「
田
能
村
竹
田
」先
生
を
し
の
ぶ
美
術
祭
に
は
、
絵
画
の
部
に
３
１
６
８
点
、

書
写
書
道
の
部
に
１
７
４
２
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
28
点
が
特
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は
11
月
３
日（
金
・
祝
）に
、
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
特
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
11
月
３
日
ま
で
久
住
公
民
館
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
文
部
科
学
大
臣
賞
と
市
内
の
特
賞
受
賞
者
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

紙
上
作
品
展

画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭　紙上作品展

画
聖「
田
能
村
竹
田
」先
生
を

し
の
ぶ
美
術
祭

第
69
回

　

画
聖「
田
能
村
竹
田
」先
生
を

し
の
ぶ
美
術
祭
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
竹
田
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課　

☎
63
―

４
８
１
７
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
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所こ
の

広
報

誌
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

　

標
高
の
高
い
湿し

っ

地ち

に
生
育
す
る

高
さ
０
・
５
～
１
・
５
㍍
の
多
年
草

で
群ぐ

ん

生せ
い

し
ま
す
。
茎く

き

や
葉
、
が
く

に
突と

っ

起き

状じ
ょ
う

の
短
い
毛
が
あ
り
、
ミ

ソ
ハ
ギ
と
見
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

全ぜ
ん

縁え
ん

の
葉
は
対
生
で
細
い
長ち

ょ
う
ひ披

針し
ん

形け
い

で
長
さ
が
６
㌢
、
幅
が
１
・

５
㌢
ほ
ど
で
、
葉
の
基
部
が
も
っ

と
も
幅
が
広
く
茎
を
抱だ

き
ま
す
。

が
く
に
あ
る
針
の
よ
う
な
付ふ

属ぞ
く

体た
い

は
ミ
ソ
ハ
ギ
は
真ま

横よ
こ

に
開
き
ま
す

が
、
エ
ゾ
ミ
ソ
ハ
ギ
の
付
属
体
は

ほ
ぼ
真
っ
直
ぐ
に
直
立
し
ま
す
。

　

夏
か
ら
初
秋
の
頃
、
茎
の
上
部

の
葉よ

う

腋え
き

に
集し

ゅ
う

散さ
ん

花か

序じ
ょ

状じ
ょ
う

に
密み

っ

集し
ゅ
う

し

て
径
１
㌢
内
外
の
紅こ

う

紫し
し
ょ
く色

の
６
弁べ

ん

花か

を
咲
か
せ
ま
す
。
雌め

し
べ
と
雄お

し
べ
は
長
さ
が
長
、中
、短
と
あ
っ

て
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

自じ

花か

受じ
ゅ

粉ふ
ん

を
防ふ

せ

ぐ
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
植
物
の
こ
う
し
た
知

恵
に
は
驚
き
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
北
海
道
に
多
い

こ
と
と
、
祭
事
に
用
い
る
こ
と
で

蝦エ

夷ゾ

禊ミ
ソ

萩ハ
ギ

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の

高
原
の
湿
地
や
坊
ガ
ツ
ル
湿
原
で

観
察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は
８
月
か

ら
９
月
で
す
。

阿孫  久見

第152回

エゾミソハギ（ミソハギ科）

郷土の植物
（343）

珍
し
い「
ス
イ
カ
」柄
の
カ
ボ
ス

が
で
き
ま
し
た
！

　

竹
田
市
九
重
野
の
衞
藤
敦
子
さ
ん

の
カ
ボ
ス
農
園
で
、
珍
し
い
ス
イ
カ

柄
の
カ
ボ
ス
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

衞
藤
さ
ん
は
50
年
近
く
カ
ボ
ス
栽
培

を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、「
こ

ん
な
に
は
っ
き
り
と
し
た
ス
イ
カ
柄

の
カ
ボ
ス
は
初
め
て
」と
驚
い
た
様

子
で
、こ
の
カ
ボ
ス
を「
大
切
に
飾
っ

て
お
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。↑珍しい「スイカ」柄のカボス



広報たけた　国保特集号

　国民健康保険は、職場の健康保険や後期高齢者医療
制度に加入していない方などを対象とした地域保険
で、加入者のみなさんに納めていただく国民健康保険
税と国・県の支出金や交付金などをもとに、市が運営
しています。

■加入者の状況
　平成28年度の年間平均の被保険者数は  6,780人で、
市民の約3割の方が国保に加入していました。
　国保の加入者は、75歳に到達すると後期高齢者医
療制度に移行するため、年々減少しています。

 

■医療費の状況
　平成28年度の医療費総額は、約28億9千万円で、前
年度と比較すると約1億1,600万円減少しました。
　一人当たり医療費も、前年度に比べ3,393円減の
427,520円で、減少傾向にあります。 

■収支の状況
　平成28年度国民健康保険特別会計の歳入は、40億
4,532万6千円で、このうち、約2割にあたる7億5,460
万円が加入者のみなさんに納めていただいた国民健康
保険税です。
　歳出の総額は、38億7,075万3千円で、このうち約
6割強を占めるのが、加入者の医療費や出産育児一
時金などに充てる保険給付費で24億4,113万8千円と
なっています。
　歳入歳出差引額は、1億7,457万3千円となっていま
す。

■竹田市国保の健康課題は、「高血圧・
　循環器疾患」、「筋・骨格系疾患」
　竹田市は、平成28年度高血圧有病率が県内で5番目
に高く、循環器系疾患が医療費の上位となっています。
また、関節症等の筋骨格系疾患は全医療費の17％を
占め、介護認定の原因としても多くなっています。
　竹田市国保では、データヘルス計画を策定し、対策
に取り組んでいます。

■まずは、ここからやってみましょう

年に１回、健診を受ける
・自分の体の状態を知るために、１年に１回健診を受

けましょう。
・本年度の健診は、平成30年2月末まで受けられます。

家庭で血圧を測ってみる
・自分の血管の状態を知るために、家庭で毎日、血圧

を測ってみましょう。
・測ったら測定結果を記録しましょう。

こまめにからだを動かす
・近いところは歩いて行

く、テレビを見ながら体
操する、階段を使うなど
意識して動きましょう。

①

平成28年度国民健康保険の運営状況

国民健康保険のお知らせ



広報たけた　国保特集号

１．お医者さんにかかるとき
　病院などの窓口で保険証などを提
示すれば、年齢などに応じた負担割
合を支払うだけで、診察を受けるこ
とができます。
○自己負担割合

義務教育
就学前
まで

義務教育
就学
〜69歳

70歳~74歳
昭和19年
４月１日
以前
生まれの人

昭和19年
４月２日
以降
生まれの人

現役並み
所得者　

２割 ３割 １割 ２割 ３割

■一部負担金の減免
　災害などの特別な事情により収入が著しく減少し、
一定基準以下となった場合、病院などの窓口で支払う
一部負担金の猶予・減額・免除が受けられることがあ
ります。
　詳しくは、国保の窓口までお問い合わせください。

２．入院したときの食事代
　病院等に入院したとき、食事代が１食360円（定額）
の自己負担となりますが、住民税非課税世帯の方は、
減額措置があります。申請により「標準負担額減額認
定証」を交付しますので、入院の際、保険証と一緒に
病院に提示してください。

○入院時の食事にかかる標準負担額（1食あたり）

一般（下記以外の人） 360円※
住民税
非課税
世　帯

90日までの入院 210円

過去12か月で90日を超える入院 160円

70歳以上で、住民税非課税世帯で、世帯
の所得が一定基準以下 100円

※平成30年4月から460円に変更予定です。

○申請に必要なもの
保険証、世帯主の印かん
長期入院の場合は、過去1年間
で90日を超える入院日数が確
認できる書類（入院期間は、非
課税世帯としての日数）

３．いったん全額自己負担したとき
　次のような場合、医療費はいったん全額自己負担と
なりますが、国保に申請して審査で認められれば、自
己負担分を除いた額があとから払い戻されます。
　申請手続きについては、国保の窓口にお問い合わせ
ください。
①やむを得ず保険証を使わないで診療を受けたとき
②医師が認めたあんま、はり、灸、マッサージ
③医師の指示で購入した治療用補装具
④海外で診療を受けた場合　など

４．子どもが生まれたとき
　被保険者が出産したとき、出産育児一時金として1
子につき、40万４千円（産科医療補償制度に加入して
いる医療機関で出産した場合は１万６千円加算）が支
給されます。原則として国保から医療機関に直接支払
われます（直接支払制度）。妊娠12週（85日）以降であ
れば、死産・流産でも支給されます。
　直接支払制度を利用しなかった場合や、直接払制度
を利用した場合で出産費用が上記金額に満たない場合
は、国保の窓口で申請が必要です。
○申請に必要なもの

保険証、世帯主の印かん、
世帯主名義の振込口座のわかるもの
差額支給の場合は、医療機関と交わ
した合意文書と出産費用の領収書、
死産・流産の場合は、医師の証明書

５．被保険者が亡くなったとき
　被保険者が亡くなったとき、申請により葬祭を行っ
た人に葬祭費が２万円支給されます。
○申請に必要なもの
　保険証、葬祭を行った人の印かん
　葬祭を行った人が確認できる書類（会葬礼状等）
　葬祭を行った人の振込口座のわかるもの　

②

国民健康保険のお知らせ

国保ではこんな給付が受けられます



広報たけた　国保特集号 ③

国民健康保険のお知らせ

６．医療費の自己負担が高額なとき
　医療費の自己負担額が高額になったとき、自己負担
限度額を超えた分が申請により高額療養費として支給
されます。
　70歳未満の人と70歳以上の人では、限度額が異な
ります。
■70歳未満の人の場合
　同じ人が同じ月内に同じ医療機関で支払った自己負
担額が、下表の自己負担限度額を超えた場合、その超
えた分が支給されます。なお、同じ世帯で、同じ月
内に21,000円以上の自己負担額を2回以上支払った場
合、それらを合算して限度額を超えた分が支給されます。

所得区分 自己負担限度額 多数該当※
ア：基礎控除後の所

得901万円超
252,600円＋（総医療費

−842,000円）×1％ 140,100円

イ：基礎控除後の所
得600万円超〜
901万円以下

167,400円＋（総医療費
−558,000円）×1％ 93,000円

ウ：基礎控除後の所
得210万円超〜
600万円以下

80,100円＋（総医療費
−267,000円）×1％ 44,400円

エ：基礎控除後の所
得210万円以下 57,600円 44,400円

オ：住民税非課税 35,400円 24,600円

※多数該当とは、年４回以上該当した場合の４回目以降の
限度額。

■70歳～74歳の人の場合
　外来（個人単位）の限度額を適用後、入院と合算して
世帯単位の限度額を適用します。病院・診療所、歯科
の区分なく合算します。

所得区分
自己負担上限額（月額）
外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み
所 得 者 57,600円 80,100円 ＋（ 医 療 費 −267,000

円）×1％　〈多数該当44,400円〉
一　　般 14,000円 57,600円 〈多数該当44,400円〉

低所得者Ⅱ
8,000円

24,600円
低所得者Ⅰ 15,000円

※現役並み所得者とは、70歳以上の被保険者のうち、1人
でも一定の所得（住民税の課税所得が145万円）以上の人
が同一世帯にいる方。ただし、70歳以上の被保険者の収
入の合計が２人以上の場合520万円未満、１人の場合383
万円未満のとき、申請により所得区分が一般となります。

※低所得者Ⅱとは、非課税世帯の方です。
※低所得者Ⅰとは、非課税世帯で世帯の所得が一定以下の

方です。
○高額療養費の申請に必要なもの
　領収書（70歳以上は不要です）
　保険証、世帯主の印かん、世帯主名義の振込口座のわ
かるもの

■入院や高額な外来治療を受ける場合の事前申請
　70歳未満の人は、「限度額適用認定証」の交付を受
け、医療機関に提示すると、医療費の窓口負担が自己
負担限度額までの支払いで済むことになり、窓口負担
が軽くなります。ただし、保険税に滞納があると認定
証の交付ができない場合があります。
　70歳以上の人は、限度額適用認定証がなくても、
保険証と高齢受給者証を医療機関の窓口に提示する
と、窓口負担が一般（現役並み所得者は３割負担）の自
己負担限度額までの支払いで済みます。
　なお、70歳以上の非課税世帯の人については、「限
度額適用・標準負担額減額認定証」の交付を受け、医
療機関の窓口に提示すると、さらにそれ以下の自己負
担限度額までの支払いで済むことになります。

○認定証の申請に必要なもの
　保険証、世帯主の印かん

■厚生労働大臣が指定する特定疾病の場合
　高額な治療を長期間継続して受ける必要がある厚生
労働大臣の指定する特定疾病の人は、申請により交付
される「特定疾病療養受療証」を医療機関の窓口に提示
すれば、自己負担額は１か月１万円（慢性腎不全で人
工透析が必要な70歳未満の所得区分ア・イの人につ
いては２万円）までとなります。

○厚生労働大臣の指定する特定疾病
　・先天性血液凝固因子障害の一部
　・人工透析が必要な慢性腎不全
　・血液凝固因子製剤の投与に起因するHIV感染症

○申請に必要なもの
　医師の意見書、保険証、世帯主の印かん

７．医療費も介護費も高額になったとき
　医療費が高額になった世帯に介護保険受給者がいる
場合、国保と介護保険の限度額を適用後に、自己負担
の年額を合算して基準額を超えたときに、申請により
その超えた分が高額介護合算療養費として支給されま
す。　　
　支給対象者には、毎年1月頃に通知をお送りします。

〈国民健康保険の窓口及び申請場所〉
　竹田市保険健康課（☎63-4810）　

　または、各支所地域振興課
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■休日・夜間の受診は、
　緊急の場合以外は控える！
　休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性の

高い患者さんを受け入れるためのものです。休日や夜

間に受診しようとする際には、平日の時間内に受診す

ることができないのか、もう一度考えてみましょう。

■こども救急電話相談を利用する！
　夜間・休日にお子さんの急な病気で心配になった

ら、まず、こども救急電話相談（＃8000）の利用を考

えましょう。看護師からお子さんの症状に応じた適切

な対処の仕方などのアドバイスが受けられます。

受
付
時
間

月 〜 土 曜 日：午後７時〜翌朝８時
日曜日・祝日：午前９時〜午後５時
　　　　　　　午後７時〜翌朝８時

相
談
番
号

＃８０００（固定電話、携帯電話対応）
※県境地域は県外につながることがありま
すので、097-503-8822に掛けてください。

■かかりつけ医・かかりつけ薬局を
　持つ！
　平成28年４月から紹介状なしで県立病院、大学病

院を受診すると初診料とは別に５千円以上を患者が負

担することが義務付けられています。

■重複受診は控える！
　同じ病気で複数の医療機関を受診することは、控え

ましょう。医療費が増えるだけでなく、重複する検査

や投薬により、体に悪影響を与える心配もあります。

今の治療に不安があるときには、直接医師に伝えて話

し合ってみましょう。

■薬のもらいすぎに注意する！
　薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しま

しょう。（薬のもらいすぎに注意しましょう。）

■薬の飲み合わせに気をつける！
　薬は飲み合わせによっては、副作用を生じることが

あります。「お薬手帳」の活用などにより、既に処方さ

れている薬を医師や薬剤師に伝え、飲み合わせには注

意しましょう。 

■ジェネリック医薬品を活用する！
　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と

同等の効能効果を持つ医薬品であり、費用が先発医薬

品よりも安くすみます。「ジェネリック医薬品希望カー

ド」を医療機関や薬局に提示することなどにより、後

発医薬品の利用について相談にのってもらうことがで

きます。

切り取ってご利用ください。

医師・薬剤師の皆様へ

ジェネリック医薬品
希望カード

●変更可能であれば、ジェネリック医薬品へ変更をお
願いします。
※ジェネリック医薬品の品質・有効性・安全性等に関
するお問い合わせ
独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）
〈医薬品・医療機器相談室　くすり相談〉
電話番号：03-3506-9457　受付時間：平日9：00～17：00

医療機関への受診にあたって
～地域の医療を守るのはあなたです～

氏名

折り山

（
キ
リ
ト
リ
セ
ン
）
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